


 

 

はじめに 

 

加須市では、緑豊かな自然、歴史、文化、産物等、様々な分野

において随所に光る個性豊かな資源を活かし、総合的・計画的

に観光振興を図るため、平成２４年３月に「加須市観光ビジョ

ン」を策定し、「観光客に誇れるまちをつくる」という基本理念の

もと、市民の皆様とともに、本市の観光振興を図る様々な取組み

を行い交流人口の増加を図ってまいりました。 

 

近年の国内観光の動向は、「団体旅行」から「少人数旅行」へ、「見る」観光から「体験・

体感する」観光へと変遷がみられ、旅行者の行動やニーズが変化し観光形態は多様化して

います。また、新型コロナウイルス感染症の影響により、移動距離の短い旅行が好まれる傾

向にあり、マイクロツーリズムという新たな旅行形態への需要が高まっています。 

 

こうした時代の変化に対応しつつ、加須市の観光の現状や課題を把握したうえで、自然

景観をはじめ加須市が有する様々な資源や、「サイクリング」、女子野球、スポーツクライミン

グなどの「スポーツ」、「うどん」、「こいのぼり」など、加須市の特色、強みを最大限に活かし、

さらなる交流人口の増加、誘客を図るため、新たに「加須市誘客促進ビジョン」と題した第２

次加須市観光ビジョンを策定しました。 

 

今後も、本ビジョンに基づき、関係機関や市民の皆様の御協力をいただきながら、これら

の資源を№１ブランドへと磨き上げ、加須市を訪れる多くの方が「“こころ”も“からだ”も満

たされる」、そして、「何度も訪れたいまち・ＫＡＺＯ」を目指してまいりたいと存じます。 

 

結びに、本ビジョン策定にあたり、ご尽力いただきました加須市観光ビジョン推進会議委

員の皆様をはじめ、アンケートにおいて御協力をいただきました皆様に心より御礼申し上げ

ます。 
 

令和 4 年 3 月 

加須市長 
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第 1 章 誘客促進ビジョンの策定にあたって 

 

1.1 誘客促進ビジョン策定の背景と目的 
 

平成 24 年度に「加須市観光ビジョン」（以下、第 1 次観光ビジョン）を策定し、『観光客に誇

れるまちをつくる』という理念のもと、これまでに観光振興の取組を推進してきました。市民に

とって住みやすく、観光客に自信と誇りをもってまちを案内できるような観光地づくりを目指し、

着実に成果を積み重ねてきた中で、第 1 次観光ビジョンの計画期間満了に伴い、新たな計画を

策定することで、観光振興の取組をさらに推進していくことが求められています。 
 

令和 3 年 2 月に、本市が直面する課題の解決、社会経済情勢の変化や多様化する市民ニーズ

に的確に対応した、これからの 10 年・20 年を見据えたまちづくりの指針として策定した「第

2 次加須市総合振興計画」では、基本目標「魅力と活力を生む産業のまちづくり」を実現する政

策のひとつに、「地域の魅力で人が集まるまちをつくる」を定め、観光産業の活性化にも積極的

に取り組んでいます。 
 

そこで、第 1 次観光ビジョンに基づくこれまでの 10 年間の取組を踏まえ、加須市の観光の

現状や課題を把握した上で、時代の変化に対応しつつ今後の観光振興における基本的な視点や方

向性を整理し、施策展開の指針となる『誘客促進ビジョン』を策定しました。この新たな計画の

もと、市民や観光関連団体、民間企業、行政等が一丸となって観光振興の実現に向けた取組を推

進します。 

 

1.2 誘客促進ビジョンの位置づけ 
 

誘客促進ビジョンは、「第 2 次加須市総合振興計画」を上位計画とする加須市の観光部門の計

画です。また、国の「明日の日本を支える観光ビジョン」や「観光ビジョン実現プログラム 2020」、

埼玉県の「第 3 期埼玉県観光づくり基本計画」、加須市内の各種計画との連携を鑑み、本計画を

策定しました。 

また、SDGs（持続可能な開発目標）の視点を取り入れ、各施策と 17 の目標を関連付けるこ

とで、本市における観光振興に向けた各取組が国際社会への貢献につながる計画としています。 

 

 

 

  

第 2 次加須市総合振興計画 

（令和 3 年度～令和 12 年度） 

 第 2 次加須市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

加須市誘客促進ビジョン 

～第 2 次加須市観光ビジョン～ 

（令和 4 年度～令和 13 年度） 

加須市の関連計画 

・第 2 次加須市環境基本計画 

・第 2 次加須市農業振興ビジョン 

・第 2 次加須市商業振興プラン 

・加須市シティプロモーション方針 等 

国・埼玉県の関連計画 

・明日の日本を支える観光ビジョン 

・観光ビジョン実現プログラム 2020 

・第３期埼玉県観光づくり基本計画 等 

連携 連携 
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［参考］ SDGs とは 

SDGs（Sustainable Development Goals）は、日本では「持続可能な開発目標」と解される、2015 年

（平成 27 年）9 月の国連サミットで全会一致で採択された「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包

摂性のある社会の実現のため、2030 年（令和 12 年）までを期限とする 17 の国際目標のことです。 

■SDGs の特徴 

普遍性 先進国を含め、全ての国が行動する 

包摂性 人間の安全保障の理念を反映し、「誰一人取り残さない」 

参画型 全てのステークホルダー（政府、企業、NGO、有識者等）が役割を 

統合性 社会・経済・環境は不可欠であり、統合的に取り組む 

透明性 モニタリング指標を定め、定期的にフォローアップ 

■持続可能な開発目標 

目標 1 貧困 
 あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる 

目標 2 飢餓 
 飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する 

目標 3 保健 
 あらゆる年齢の全ての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する 

目標 4 教育 
 全ての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進する 

目標 5 ジェンダー 
 ジェンダー平等を達成し、全ての女性及び女児の能力強化を行う 

目標 6 水・衛生 
 全ての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する 

目標 7 エネルギー 
 

全ての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアクセスを確保

する 

目標 8 成長・雇用 
 

包摂的かつ持続可能な経済成長及び全ての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがい

のある人間らしい雇用を促進する 

目標 9 イノベーション 
 

強靱なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーションの推進

を図る 

目標 10 不平等 
 各国内及び各国間の不平等を是正する 

目標 11 都市 
 包摂的で安全かつ強靱で持続可能な都市及び人間居住を実現する 

目標 12 生産・消費 
 持続可能な生産消費形態を確保する 

目標 13 気候変動 
 気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる 

目標 14 海洋資源 
 持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する 

目標 15 陸上資源 
 

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化へ

の対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する 

目標 16 平和 
 

持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、全ての人々に司法へのアクセスを提供

し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する 

目標 17 実施手段 
 

持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化す

る 
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1.3 誘客促進ビジョンの役割 
 

本計画は、加須市における観光振興の意義・目的及び方向性を示し、市民や観光関連事業者、

民間企業、行政等が協働して、地域特性を活かした観光のまちづくりを推進するための指針とす

るものです。 

 

 

1.4 誘客促進ビジョンの計画期間 
 

本計画は、令和 4 年度を初年度とする令和 13 年度までの 10 か年計画とします。また、計画

期間を前期（令和 4 年度～令和７年度）と後期（令和８年度～令和 13 年度）に分け、４年目に

あたる令和７年度に取組状況の評価を通じた計画の見直しの時機を設けることで、実効性の高い

施策の立案および推進を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.5 誘客促進ビジョンの策定手順 
 

本計画の策定にあたっては、第 1 次観光ビジョンの振り返りを行い、これまでの取組の効果

や課題を抽出するとともに、首都圏在住者を対象とした Web アンケート調査 1)や関係者・団体

ヒアリング調査を通じて、加須市の観光動向や観光関連団体の観光振興に対する意向などを把握

することで、これからの 10 年間で取り組む施策や推進体制を検討し、その結果をもとに誘客促

進ビジョンとしてとりまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
1)Web アンケート調査：市場調査の手法のひとつ。インターネット上で実施するアンケート調査のこと。 

R4 

年度 

R5 

年度 

R6 

年度 
R7 

年度 

R8 

年度 

R9 

年度 

R10

年度 

R11

年度 

R12

年度 

R13

年度 

前期 後期 

次
期
ビ
ジ
ョ
ン
へ 

取組の評価・ 

計画見直し 

※第 2 次加須市総合振興計画に沿って、 

令和 7 年度に、本計画の見直しを実施。 
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1.6 第 1 次観光ビジョンの振り返り 

（１）第 1 次観光ビジョンの概要 

第 1 次観光ビジョンでは、「観光客に誇れるまちをつくる」という基本理念のもと、観光振

興の実現に向けた 8 つの基本方針に基づく、観光施策に取り組んできました。また、これらの

取組を評価する目標として、６つの数値目標を設定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第 1 次観光ビジョンにおける観光振興の目標値】 

項目 
平成 22 年度 

（見込み） 

令和 3 年度 

（目標） 

①年間観光入込客数 2,650,000 人 3,200,000 人 

②手打ちうどん来店客数 205,000 人 305,000 人 

③レンタサイクル利用者数 280 人 700 人 

④市民の観光に対する理解促進のための啓発・広報活動 1 回 年間 4 回以上 

⑤観光情報の年間報道件数 230 件 300 件以上 

⑥旅行商品の企画・実施件数 0 回 年間 3 件以上 

 

  

≪基本理念≫  観光客に誇れるまちをつくる 

①観光資源を育てる 

②市民一人ひとりが観光に参加する 

③市民と観光客の交流を深める 

④産業と連携した観光振興を推進し、 

市内産業の活性化を図る 

⑤まちに賑わいをつくる 

⑥まちの基盤整備との連携を図る 

⑦個性的で美しいまちをつくる 

⑧周辺地域と連携して日帰り観光を 

推進する 

■８つの基本方針 ■観光施策（４つの柱と１５個の施策軸） 

【観光資源形成】 
（1）主な観光拠点の充実・整備 
（2）資源の有効活用、潜在資源の掘起こし 

【観光資源の魅力アップ】 
（3）地域のイメージ・ブランド・目玉の創出 
（4）食べ物、土産品の魅力づくり 
（5）イベント・祭・郷土芸能の充実 
（6）文化財の保護保全と活用 
（7）学習・体験観光の推進 
（8）グリーンツーリズムの推進 

【観光基盤の整備】 
（9） 観光の PR・情報発信 
（10）交通手段の整備 
（11）観光サービスの整備・充実 
（12）人材の育成・活用 
（13）美しいまちづくり 

【観光実現】 
（14）広域連携 
（15）旅行商品の造成 

計 56 施策 

(180 事業) 

1.2 倍 

1.5 倍 

2.5 倍 

1.3 倍 
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（２）第 1 次観光ビジョンの進捗状況と評価 

56 個の施策に紐づく 180 事業が遂行され、進捗状況としては 144 事業（全体の 80.0%）

が「概ね達成」と評価されており、全体として観光振興に向けた取組は着実に実行されていま

す。観光振興に向けた基盤整備は確実に進んでいますが、一方で観光地としての認識の低さと

いった課題もあるため、今後はさらなる観光振興の実現に向け、取組内容のレベルアップ・具

体化を検討していく必要があります。 
 

また、取組の実施有無が評価基準となっている現在の評価方法では、取組による効果の度合

いや理念実現への貢献度を測り難いという課題があり、誘客促進ビジョンにおいては、可能な

限り基本施策ごとに数値目標（KPI）2)を設定することで、各取組の効果の「見える化」を行う

必要があると考えられます。 
 

さらに、第 1 次観光ビジョンでは、情報発信や PR に関連する取組が多数の事業に混在して

いる等、施策の体系的整理がやや不十分な面がありました。誘客促進ビジョン（第 2 次観光ビ

ジョン）では、施策の体系的な分類と観光振興につながる事業の紐づけに十分に留意して施策

を整理する必要があります。 

 

【各事業の進捗状況（概要）】 

施策 進捗状況 

観光資源形成 

（56 事業） 

概ね達成：53 事業（94.6%）、やや遅れている：1 事業（1.8%） 

大幅に遅れている：1 事業（1.8%）、未着手：1 事業（1.8%） 

観光資源の魅力アップ 

（64 事業） 

概ね達成：38 事業（59.4%）、やや遅れている：8 事業（12.5%） 

大幅に遅れている：3 事業（4.7%）、未着手：15 事業（23.4%） 

観光基盤の整備 

（52 事業） 
概ね達成：52 事業（100.0%） 

観光実現 

（8 事業） 
概ね達成：1 事業（12.5%）、未着手：7 事業（87.5%） 

※上記は令和 2 年度実施事業の評価 

※「観光実現」に関する事業（周辺地域との連携、日帰り観光の推進等）は、新型コロナウイルス感染

症の影響により、旅行代理店をはじめ民間企業と連携した日帰りツアー等が実施できなかったため

遅れが生じた。 

 

 

 

 

 

 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
2)数値目標（KPI）：Key Performance Indicator の略。政策目標の実現に向け、目標となる具体的な項目、及びその目

指すべき水準について数値などを用いて定め、政策・施策の成果を定量的に把握するための指標。 
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（３）第 1 次観光ビジョンにおける観光振興の目標値に対する達成状況 
 

①年間観光入込客数 （目標値：3,200,000 人） 

＊年間観光入込客数は、平成 24 年度以降着実に増加傾向にあるものの、令和 2 年度まで

の実績は年度ごとの目標値に到達しておらず、目標に未達となっています。特に令和 2

年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、目標値の 3 割程度の実績値となりまし

た。 

 
▼年間観光入込客数の推移 

 
 

②手打ちうどん来店客数 （目標値：305,000 人⇒170,000 人） 

＊平成 24 年度以降、手打ちうどん来店者数は概ね横ばいで推移しており、目標に未達と

なっています。令和 2 年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により「加須市うどん

の日」即売会は実施できませんでしたが、経済対策として実施した「かぞエール飯」にお

いて「加須うどん」を広く PR し、達成状況は目標値の 8 割程度となりました。 
 

▼手打ちうどん来店客数の推移 

 

2,307,646 2,296,400 2,297,400
2,420,700

2,539,400 2,589,000 2,590,000 2,656,000
2,554,000

1,094,000
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0
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(人)

実績 目標

令和3年度（⽬標年）
3,200,000⼈

（年度）

193,000

148,000 145,939 145,019 146,546 147,354 143,000

135,000 140,000
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140,000
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170,000⼈

※⽬標値を⾒直し

（年度）
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③レンタサイクル利用者数 （目標値：700 人） 

＊平成 23 年度以降、レンタサイクル利用者数は順調に増加しています。新型コロナウイ

ルス感染症の影響を受けた令和 2 年度を除く、令和元年度までの 10 年間の実績を見る

と、目標値を達成したと評価できます。 

 
▼レンタサイクル利用者数の推移 

 
 

④市民の観光に対する理解促進のための啓発・広報活動 （目標値：年間 4 回以上） 

＊平成 24 年度以降、市民に向けた啓発・広報活動に毎年取り組んできており、新型コロナ

ウイルス感染症の影響で文化財めぐりなどの生涯学習講座が実施できなかった令和 2 年

度を除く、令和元年度までの 10 年間の実績を見ると、目標値を達成したと評価できま

す。 
 

▼市民の観光に対する理解促進のための啓発・広報活動数の推移 

 
  

280

660

548

697 694

844

1,120

886 899

487

540
570

600
630

660
690 700 700 700

0

200

400

600

800

1000

1200

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

(人)

実績 目標

令和3年度（⽬標年）
700⼈

（年度）

1

5 5 5

4 4 4 4 4

1

0

1

2

3

4

5

6

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

(回)

実績 目標

令和3年度（⽬標年）
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⑤観光情報の年間報道件数 （目標値：300 件以上） 

＊観光情報の報道件数は、年々増加傾向にあり、令和 2 年度の実績は 570 件と、年間の

目標値（300 件）を大きく上回るなど、目標値を達成したと評価できます。 

＊具体的には、加須市の様々な行事・イベントを東部記者クラブに情報提供する等、観光情

報の提供・発信に積極的に取り組んでいます。 
 

▼観光情報の年間報道件数の推移 

 
 

⑥旅行商品の企画・実施件数 （目標値：年間 3 件以上） 

＊交通・観光関連企業と連携を図り、令和元年度には目標値を上回る、年間 4 件の旅行商

品を企画・実施しました。 

＊新型コロナウイルス感染症の影響で実施できなかった令和 2 年度を除き、令和元年度ま

での 10 年間の実績としては目標値を概ね達成したと評価できます。 
 

▼旅行商品の企画・実施件数の推移 
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第 2 章 本市の観光を取り巻く状況 

 

2.1 国内の観光動向 

（１）国の上位計画 

①明日の日本を支える観光ビジョン（平成 28 年 3 月） 

政府は、平成 28 年 3 月 20 日、『明日の日本を支える観光ビジョン構想会議』において、

新たな観光ビジョンを策定しました。『観光は、真に我が国の成長戦略と地方創生の大きな柱で

ある』との認識の下、観光先進国の実現に向け観光を基幹産業へと成長させるため、3 つの視

点と 10 の改革を掲げ、令和 12 年には訪日外国人旅行者数 6,000 万人、日本人国内旅行消

費額 22 兆円等の目標を設定しています。また、インバウンド 3)施策の更なる推進、国内・海

外両面での旅行消費額拡大に向けた取組を推進することが掲げられ、『世界が訪れたくなる日

本』を目指し、観光ビジョンの施策の実行に、政府一丸、官民一体となって取り組んでいます。 

 

【明日の日本を支える観光ビジョンの概要】 

３
つ
の
視
点
と
１
０
の
改
革 

視点 改革 

視点 1 

観光資源の魅力を極め、地方

創生の礎に 

①「魅力ある公的施設」を、ひろく国民、そして世界に開放 

②「文化財」を、「保存優先」から観光客目線での「理解促進」、そし

て「活用」へ 

③「国立公園」を世界水準の「ナショナルパーク」へ 

④おもな観光地で「景観計画」をつくり、美しい街並みへ 

視点 2 

観光産業を革新し、国際競争力を

高め、我が国の基幹産業に 

⑤古い規制を見直し、生産性を大切にする観光産業へ 

⑥あたらしい市場を開拓し、長期滞在と消費拡大を同時に実現 

⑦疲弊した温泉街や地方都市を、未来発想の経営で再生・活性化 

視点 3 

すべての旅行者が、ストレスなく

快適に観光を満喫できる環境に 

⑧ソフトインフラを飛躍的に改善し、世界一快適な滞在を実現 

⑨「地方創生回廊」を完備し、全国どこへでも快適な旅行を実現 

⑩「働き方」「休み方」を改革し、躍動感あふれる社会を実現 

数
値
目
標 

指標 実績値（令和元年） 令和 12 年目標値 

訪日外国人旅行者数 3188万人 6000万人 

訪日外国人旅行消費額 4兆8135億円 15兆円 

地方部（三大都市圏以外）での

外国人延べ宿泊者数 
3921万人 １億3000万人 

外国人リピーター数 1420万人 3600万人 

日本人国内旅行消費額 21.9兆円 22兆円 

出典：観光白書令和元年度,訪日外国人消費動向調査（観光庁） 

 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
3)インバウンド：外国人が訪れてくる旅行のこと。日本へのインバウンドを訪日外国人旅行または訪日旅行という。対義

語はアウトバウンド。  
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②観光ビジョン実現プログラム 2020（令和 2 年 7 月） 

政府は、令和 2 年 7 月に、今後１年を目途とした行動計画として「観光ビジョン実現プロ

グラム 2020」を策定しました。新型コロナウイルス感染症の影響により、観光需要が大きく

落ち込む中で、国内外の感染症の状況を見極めつつ、国内旅行とインバウンドの両輪から観光

立国の実現を目指した取組を推進していくことが示されています。 

 

【観光ビジョン実現プログラム 2020 の概要】 

方針 

①新型コロナウイルス感染症により深刻な影響が生じている観光関連産業において、

まずは雇用の維持と事業の継続の支援策を最優先に取り組むこと 

②観光需要の回復に向けて反転攻勢に転じるための基盤を整備すること 

③感染の状況等を見極めつつ、我が国の観光消費の 8 割を占める国内旅行需要を強

力に喚起し、観光産業の回復と体質強化を図ること 

④国・地域ごとの感染収束を見極め、誘客可能となった国等からインバウンドの回復

を図ること 

施策 

Ⅰ．国内の観光需要の回復と観光関連産業の体質強化 

1．雇用の維持と事業の継続に対する支援 

2．反転攻勢に転じるための基盤の整備 

3．国内旅行の需要喚起 

4．インバウンドの回復 

Ⅱ．インバウンド促進に向け引き続き取り組む施策 
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（２）観光入込客数の推移 

国内延べ旅行者数は、平成 23 年以降、約 6 億人程度の水準で横ばいに推移しています。令

和 2 年は新型コロナウイルス感染症の影響を受け、2 億 9,341 万人まで減少（前年比 50.0％

減）しました。 

また、訪日外国人観光客数は、平成 22 年以降増加を続け、令和元年には約 3,200 万人に

到達しましたが、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた令和 2 年は、約 400 万人まで減

少（前年比 87.1％減）しており、収束後の早期回復が期待されています。 

 

▼日本人の国内延べ旅行者数の推移（平成 23 年～令和 2 年） 

 
出典：旅行・観光消費動向調査（観光庁） 

 

▼訪日外国人観光客数の推移（平成 22 年～令和 2 年） 

 

出典：訪日外客数（JNTO） 
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（３）観光消費額の推移 

日本人の国内旅行消費額は、平成 23 年以降概ね横ばいで推移し、令和元年には約 22 兆円

と微増傾向にありましたが、観光入込客数と同様に新型コロナウイルス感染症の影響を受け、

令和 2 年には 9 兆 9,738 億円まで減少（前年比 54.5％減）しました。日本人国内旅行の消

費単価は、令和元年は全体で 37,355 円と微増傾向にありましたが、令和 2 年はやや減少（特

に宿泊旅行者の消費単価が減少）し、全体で 33,993 円となっています。 

 

▼日本人国内旅行消費額の推移（平成 23 年～令和 2 年） 

 
出典：旅行・観光消費動向調査（観光庁） 

 

▼日本人国内旅行の 1 人 1 回あたりの消費単価の推移（平成 23 年～令和 2 年） 

 

出典：旅行・観光消費動向調査（観光庁） 
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（４）観光形態・ニーズの変容 

①国内旅行は「団体」から「個」へと変化 

国内旅行の同行者は、「学校・職場・地域の人」、「友人・知人・その他の人」の割合が減少し

ており、団体旅行と想定される「学校・職場・地域の人」との旅行者数は、平成 13 年から大

幅に減少しています。一方で、「家族」との旅行または「一人」での旅行は平成 13 年から増加

しており、特に「一人」での旅行者数は年々増加傾向にあり、少人数旅行への変遷がみられま

す。 

 

▼国内旅行の旅行形態の推移（平成 13 年～平成 28 年） 

 

出典：社会生活基本調査（総務省統計局） 
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②国内観光客のニーズの多様化 

希望する国内旅行の種類をみると、平成 10 年、平成 27 年ともに、「温泉旅行」、「自然観

光」、「グルメ」、「歴史・文化観光」、「テーマパーク」が上位に位置しています。 

その一方で、平成 10 年と平成 27 年を比較すると、ほとんどの旅行の種類において、平成

27 年の方が回答割合は高くなっており、旅行者のニーズが多様化していることが示されてい

ます。 

 

▼希望する国内旅行の種類の比較（複数回答） 

 

出典：観光白書平成 29 年度（観光庁） 

  

■平成 10 年 ■平成 27 年 
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③体験型観光 4)に対するニーズの高まり 

近年では、様々な消費活動において「モノ消費」から「コト消費」へとシフトしています。 

訪日外国人が訪日時にしたこと・したいことを見ると、特に「体験型の観光」へのニーズが

高いことが伺えるとともに、国内における体験型観光コンテンツ 5)市場（娯楽サービス市場）

は年々規模が拡大しています。国内においても、経済成長期を経てモノが溢れる社会になった

ことからモノ消費に対する意識が薄れるとともに、価値観の多様化や成熟化が進む中、モノだ

けでは得ることができない体験や経験などに対するニーズが高まっています。 

 

▼訪日外国人が訪日時にしたこと・したいこと（令和 2 年 1～3 月期） 

 

 

▼日本での娯楽サービス費の推移 

 

出典：訪日外国人消費動向調査（観光庁） 

 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
4)体験型観光：その地域でしか体験できない要素を取り入れた旅行の形態。例えば、地域の食を巡るツアーや、自然を生

かしたアクティビティなどがある。 

5)コンテンツ：一般的には中身や内容を示す。「観光コンテンツ」という使い方では観光要素（自然、温泉など）を示す。 

96.4%
41.9%

23.5%
31.7%

61.4%
69.1%

80.3%
26.2%

17.2%
12.9%

1.2%
3.7%

1.5%
6.2%

13.7%
6%

28.7%
24.4%

13.6%
1.2%

0% 50% 100%

⽇本⾷を⾷べること
⽇本の酒を飲むこと

旅館に宿泊
温泉⼊浴

⾃然・景勝地観光
繁華街の街歩き

ショッピング
美術館・博物館等

テーマパーク
スキー・スノーボード

その他スポーツ
舞台・⾳楽鑑賞

スポーツ観戦
⾃然体験ツアー・農漁村体験

四季の体感
映画・アニメ縁の地を訪問
⽇本の歴史・伝統⽂化体験

⽇本の⽇常⽣活体験
⽇本のポップカルチャーを楽しむ

治療・検診
今回したこと 次回したいこと

465 

1,058 1,136 
1,439 

1,734 

H26 H27 H28 H29 H30

（億円）

（年）

成⻑率
＋39.0%



16 
 

 

④新型コロナウイルス感染症による影響 

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、大幅に落ち込んだ観光需要は、国内市場では令和 2 年

夏頃、国際市場（アジア圏）では令和 6 年頃回復すると予測されています。また、令和 2 年 7 月

以降、新型コロナウイルス感染症収束後の旅行意欲が増加傾向にあるという調査結果が示されてお

り、旅行需要の回復を見据えた取組が着実に進められています。 

また、新型コロナウイルス感染症が拡大したことで、移動距離の短い旅行が好まれる傾向にあり、

マイクロツーリズム 6)という新たな旅行形態への需要が高まっています。 

 

▼アジア太平洋地域における観光需要の回復時期に関する予測 

 

出典：報道資料 2021.06.02（UNWTO） 

 

▼新型コロナウイルス感染症収束後の旅行意向 

 

出典：JTBF 旅行実態調査結果（日本交通公社） 

 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
6)マイクロツーリズム：新型コロナウイルス感染症の拡大を受けて提唱された、地元や近隣地域などの身近な場所で観

光する近距離旅行の形態のこと。 
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▼居住地と同じブロック県内を主目的地とする宿泊旅行の割合 

 

※平成 30 年・令和元年は確定値、令和 2 年は速報値 

出典：旅行・観光消費動向調査（観光庁） 
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78.2

北海道 東北 関東 北陸信越 中部 近畿 中国 四国 九州 沖縄
H30年 R1年 R2年 （ブロック圏：地⽅運輸局管轄別）
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2.2 県内の観光動向 

（１）埼玉県の上位計画 

第 3 期埼玉県観光づくり基本計画（令和 4 年 3 月） 

埼玉県は、埼玉県観光づくり推進条例に基づき、観光づくりに関する施策を総合的かつ計画

的に推進するため、令和 4 年 3 月に「第 3 期埼玉県観光づくり基本計画」を策定しています。

「旅したくなる、また来たくなる、ずっと居たくなる埼玉」という基本理念のもと、ポストコ

ロナ 7)に向けた受入環境の整備やデジタル技術を活用したバーチャル観光の推進、埼玉らしさ

の向上等に取り組むこととし、令和 8 年までに観光消費額 7,400 億円や埼玉県で観光・レジ

ャーを楽しむ人の数 1 億 6,000 万人達成等の目標を設定しています。 

 

【第 3 期埼玉県観光づくり基本計画の概要】 

基本理念 旅したくなる、また来たくなる、ずっと居たくなる埼玉 

基本方針 

①ポストコロナを見据え、チャンスに変える 

②デジタル技術で創る・魅せる 

③埼玉らしさを磨く・極める 

主要施策 

○安心・安全で誰もが楽しめる観光づくりの推進 

○観光産業の持続的発展の促進 

○デジタル技術を活用した魅力と利便性の向上 

○国内外への効果的な魅力発信 

○アニメの聖地化の更なる推進 

○強みを生かした何度も訪れたくなる埼玉観光の確立 

数値目標 

指標 
現状値 

（令和 2 年） 

目標値 

（令和8年） 

参考値 

（令和元年） 

観光消費額 3,266億円 7,400億円 5,772億円 

本県で観光・レジャーを楽

しむ人の数 
7,349万人 1億6,000万人 1億3,459万人 

本県を訪れた 

年間外国人観光客 
8万人 65万人 65万人 

１人あたりの観光消費額 

（県外からの宿泊客） 
15,955 円 29,300 円 23,564 円 

１人あたりの観光消費額 

（県外からの日帰り客） 
5,695 円 8,700 円 6,923 円 

※令和 3 年 11 月時点版（計画策定に向けたパブリックコメント用公開資料より） 

 

 

 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
7)ポストコロナ：世界的な新型コロナウイルス感染症の拡大を契機に、価値観や行動様式の転換が起き、社会に定着す

る期間。 
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（２）観光入込客数の推移 

①観光入込客数（全体）の推移 

埼玉県を訪れる全体の観光入込客数は、平成 27 年以降、約 100,000 千人回程度で横ばい

に推移しています。令和元年は、100,081 千人回と、直近の 5 年間で少ない傾向にありまし

た。観光入込客の発地は県内が 6 割以上（61.9%）を占め、旅程は県外客・県内客ともに、日

帰り観光がほとんど（98.5％）となっています。 

 
▼埼玉県の観光入込客数推移（平成 27 年～令和元年） 

 

 

▼観光客の発地（令和元年） ▼観光客の旅行形態（令和元年） 

  

出典：埼玉県観光入込客統計 
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②観光入込客数（訪日外国人観光客）の推移 

埼玉県を訪れる訪日外国人観光客数は、平成 29 年に 211 千人回に増加し、平成 30 年は

やや減少したものの、令和元年は日帰り客の増加に伴い年間 594 千人回まで拡大しました。 

 

▼埼玉県の訪日外国人観光客数推移（平成 27 年～令和元年） 

 

出典：埼玉県観光入込客統計 
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（３）観光消費額の推移 

埼玉県内での観光消費額は、平成 30 年までの 4 年間は増加傾向にあり、平成 30 年は

738,787 百万円となりました。令和元年はやや減少し、年間 577,234 百万円となりました。

観光客一人当たりの観光消費額は、年次や観光客の属性によってばらつきはありますが、令和

元年は、宿泊客は増加傾向、日帰り客は横ばいまたはやや減少となっています。令和元年は、

宿泊を伴う県外客の観光消費額単価が 23,564 円と最も高く、日帰り観光客は県外客が

6,923 円と県内観光客よりも高くなっています。 

 

▼埼玉県の観光消費額推移（平成 27 年～令和元年） 

 

 

▼埼玉県の観光消費額単価推移（平成 27 年～令和元年） 

 

出典：埼玉県観光入込客統計 
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2.3 市内の観光動向 

（１）加須市の上位計画 

第 2 次加須市総合振興計画（令和 3 年 3 月） 

これからの 10 年・20 年を見据えたまちづくりの指針として、令和 3 年 3 月に「第 2 次

加須市総合振興計画」を策定しました。第 2 次加須市総合振興計画は、「第 2 次加須市まち・

ひと・しごと創生総合戦略」を包含した一体的な計画としています。 

４つの基本理念、将来都市像に基づいた「まちづくりの基本目標」を 5 つ掲げ、そのうち、

基本目標「3．魅力と活力を生む産業のまちづくり」の政策として、観光振興に係る「③地域

の魅力で人が集まるまちをつくる」を位置づけています。 

 

【第 2 次加須市総合振興計画の概要】 

基本理念 

①安心安全で誰もがいきいきと心豊かに暮らすまちづくり 

②地域の資源と豊かな自然を活かし、元気と魅力があふれるまちづくり 

③絆と協働の力で将来にわたって暮らしやすいまちづくり 

④ICT を活用し、新しい時代の流れを力にするまちづくり 

将来都市像 絆でつくる 緑あふれる 安心安全・元気な田園都市 加須 

まちづくりの

基本目標 

1．安心安全でいきいきと暮らせるまちづくり 

2．未来へつなぐ人を育むまちづくり 

3．魅力と活力を生む産業のまちづくり 

4．豊かな自然と快適な環境のまちづくり 

5．協働による持続可能なまちづくり 

数値目標 

指標 
現状値 

（令和元年度） 

目標値 

（令和 7 年度） 

うどんとこいのぼりを活用した取組数 68 件 90 件 

サイクリングイベント参加者数 243 人 500 人 

物産観光協会ホームページアクセス数 66,275 件 71,000 件 

 

【総合振興計画における観光振興の位置づけ】 
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が好循環のまちをつくる 

③地域の魅力で人が 

  集まるまちをつくる 
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ア 農業の活性化 

イ 商業の活性化 

ウ 地域経済の活性化 

ア 観光によるまちおこし 
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（２）観光入込客数の推移 

加須市の観光入込客数は、平成 25 年から着実に増加しており、令和元年は年間で約 273

万人が訪れました。この水準は、埼玉県内の 63 市町村のうち 14 番目に位置（長瀞町、川口

市、東松山市と同程度）しています。 

 

▼加須市の観光入込客数推移（平成 23 年～令和元年） 

 

 

▼埼玉県の観光入込客数上位 20 位（令和元年度） 

 

出典：埼玉県観光入込客統計 
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順位 市町村名 観光⼊込客数（⼈）
1 越⾕市 58,364,626
2 さいたま市 25,608,493
3 川越市 7,757,000
4 ⼊間市 7,276,027
5 所沢市 5,973,184
6 秩⽗市 5,118,091
7 熊⾕市 5,067,073
8 深⾕市 4,234,638
9 飯能市 4,102,975
10 ⽇⾼市 3,963,636
11 狭⼭市 3,316,102
12 ⻑瀞町 2,985,670
13 川⼝市 2,889,973
14 加須市 2,729,198
15 東松⼭市 2,552,238
16 久喜市 2,391,118
17 幸⼿市 2,219,981
18 春⽇部市 1,888,816
19 宮代町 1,780,830
20 鴻巣市 1,708,286



24 
 

（３）加須市の観光資源 

①市内の主な観光資源 

本市は、利根川や公園を中心とした「自然・景観」、加須市民平和祭をはじめとする「祭り・

イベント」、道の駅やむさしの村といった観光施設など、様々な資源を有しています。近年で

は、自然景観や資源を活かして、サイクリングを楽しむ「KAZOLING」の取組を積極的に推進

しています。 

 

【市内の主な観光資源】 

ジャンル 観光資源 

自然・景観 

利根川、渡良瀬遊水地、浮野の里、利根川河川敷緑地公園、会の川親水公園、玉敷公園、 

ふじとあじさいの道、種足ふれあいの森、旧川ふるさと公園、北川辺さくら並木、三県境、 

童謡のふる里おおとねカスリーン公園 

花 桜、藤、あじさい、ハナショウブ、ホテイアオイ、オニバス自生地、コスモス 

歴史・文化 

不動ヶ岡不動尊總願寺、千方神社、玉敷神社、龍蔵寺、玉敷神社神楽、徳性寺、保寧寺、 

金剛院、栄西鷲神社、円満寺、騎西城、花崎城山公園、志多見砂丘、北川辺郷土資料館、 

釜屋（酒の資料館）、本町の山車と蘭陵王面、田中正造翁の墓 

特産品 

うどん、五家宝、こいのぼり最中、いちじく大福、いがまんじゅう、 

ジャンボこいのぼりせんべい、北川辺コシヒカリ、トマト、いちじく、いちご、梨、浮野味噌、 

ホンモロコ料理、地酒、こいのぼり 

体験 

ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ 

観光サイクリング（KAZOLING）、観光ウォーキング、観光レンタサイクル、 

探鳥ハイキング、スポーツクライミング、スケートボード、 

収穫体験（いちご、いちじく、米等） 

祭り 

イベント 

加須市民平和祭（ジャンボこいのぼり遊泳）、養殖魚まつり、藤まつり、あじさい祭り、 

あやめ祭り、オニバスフェスタ、かぞ どんとこい！祭り、騎西夏祭り、 

商工会サマーフェスタ、おおとね商工夏まつり、まちなか賑わいフェスティバル、 

總願寺火渡り式、渡良瀬遊水地まつり in KAZO、奇彩ハロウィン、加須地域市民まつり、 

騎西銀杏祭、北川辺ふるさと秋まつり、童謡のふる里おおとね市民まつり、 

イルミネーション大作戦、ありゃりゃーい市、玉敷神社だるま市、總願寺節分会、 

北大桑円満寺千手観世音菩薩大祭、力士蔵祭り 

施設 

道の駅かぞわたらせ、道の駅童謡のふる里おおとね、むさしの村、いなほの湯、 

加須はなさき水上公園、加須未来館、環境科学国際センター、北川辺ライスパーク、 

グリーンファーム加須、ワクイミュージアム、サトエ記念 21 世紀美術館、 

ほくさい美術館、加須スケートパーク、彩の国 KAZO ヴィレッジ 

スポーツ 
スポーツクライミング競技大会、女子硬式野球大会、こいのぼりマラソン大会、 

ふじの里駅伝大会、自転車競技大会、トライアスロン大会 

偉人 
田中正造（政治家・義人）、下總皖一（作曲家）、河野省三（国学・神道教育者）、 

斎藤与里（洋画家）、田口和美（解剖学者）、谷山豊（数学者）、若林玵蔵（速記者） 

※網掛けは、TripAdvisor において、令和 3 年 4 月 6 日時点で上位 10 位以内に入っている資源 
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▼主な観光資源の位置 

 

 

  



26 
 

②加須市の強み・今後の活用が期待される観光資源 

●KAZOLING 
＊令和 2 年度から、加須市や加須市物産観光協会が中

心となって、平坦な地形や渡良瀬遊水地をはじめと

する豊かな自然景観を活かした加須市独自のサイク

ルツーリズム 8)のブランド化の取組を推進していま

す。『加須はサイクリング天国だ』をキャッチコピー

に、自転車で観光スポットを巡る観光サイクリング

『KAZOLING』を推進しています。 

＊KAZOLING の公式 HP では、サイクリングで巡るおすすめスポットや、利用者のレベルに合

わせた複数のモデルコースを紹介しています。 

＊市内には、加須市が管理する相互間での乗り捨てが可能な 5 か所のレンタサイクルステーシ

ョン 9)、埼玉県が管理する「加須サイクリングセンター」等の拠点施設が点在します。 

＊市内をサイクリングで巡る「かぞ観光サイクリングラリー」や「KAZOLING FESTA」等の

イベントが開催され、当日は多くの参加者で賑わいます。 

＊SNS10)等を活用している女性をターゲットとし、新たな視点での観光資源の掘り起こしや磨

き上げ、情報発信等を行い、サイクリングによる交流人口の拡大および市内経済の活性化を

推進しています。 

 

●加須うどん 
＊加須市は小麦の食文化が盛んな地域で、「うどん」は古くからおもてなし料理として地域に根

付いてきました。現在でも、冠婚葬祭や日常の多くの場面で「うどん」が食されており、地域

の伝統的な食文化のひとつです。 

＊不動ヶ岡不動尊總願寺より「饂飩粉
う ど ん こ

」を贈られた館林城主の礼状から、加須うどんのルーツが

元禄時代にまで遡ることが確認されており、この礼状に記された 6 月 25 日を「加須市うど

んの日」として条例で定めています。 

＊「加須市うどんの日」には、加須手打うどん会加盟店のほか、市内のうどん提供店で割引など

のキャンペーンが行われます。 

＊加須うどんの特徴は、輝く光沢と手打ちならではのコシとのどごしの良さが挙げられます。 

＊市内には６０店近くのうどん提供店があり、各店舗こだわ

りの味を楽しむことができます。 

＊うどんに特化したガイドブックを発行し、「うどんのまち

加須」を広く PR するとともに、加須うどんの魅力を全国

に発信しています。 

 

 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
8)サイクルツーリズム：自転車で、その土地の自然や景色、名所を巡り楽しむ観光。 

9)レンタサイクルステーション：自転車の貸出や返却を行う拠点施設。 

10)SNS：社会的ネットワークをインターネット上で構築するサービス。Instagram、Facebook、Twitter などが代表的。 



27 
 

 

●ジャンボこいのぼり 
＊明治時代初期、提灯や傘の職人が副業として「こいのぼり」の製造を始めました。大正時代

以降、品質の高さから需要が拡大し、第２次世界大戦前には生産量日本一を誇りました。 

＊現在、市内でこいのぼりを製造している会社は３社です。ひとつの地域に複数の製造会社が

存在することは珍しく、加須市は全国有数のこいのぼりの産地として知られています。 

＊毎年５月３日に開催される「加須市民平和祭」では、全長 100m・重さ約 330kg のジャン

ボこいのぼりが遊泳し、約 12 万人の来場があります。 

＊このジャンボこいのぼりは、「こいのぼりによるまちおこし」を目的に、加須青年会議所を中

心に市民の協力により、昭和 63 年に製作され、日本一の大きさを誇ります。現在は平成 26 

年に完成した４代目のジャンボこいのぼりが揚げられています。

平成 12 年には埼玉新聞社「21 世紀に残したい・埼玉ふるさと

自慢 100 選」に選出されました。 

＊「こいのぼり手ぬぐい」をはじめ、

こいのぼりをモチーフとしたグッズ

開発・販売により、こいのぼりの観

光活用が進められています。 

 

 

●スポーツ 
＊加須市は、全国レベルのスポーツクライミング、女子野球、トライアスロン、自転車競技等

の大会が行われるスポーツ都市です。 

＊市内には国内最大級のクライミングウォールがあり、平成 21 年、平成 28 年にクライミン

グワールドカップの開催地になり、市を挙げてスポーツクライミングの推進に取り組んでい

ます。 

＊加須市は、埼玉西武ライオンズが公認する女子硬式野球のクラブチーム「埼玉西武ライオン

ズ・レディース」の本拠地となっており、女子野球の普及・発展と、女子野球を基軸とした

地域活性化を推進しています。また、「全国高等学校女子硬式野球選抜大会」や「ヴィーナス 

リーグ」などの開催地となっており、一般社団法人全日本女子

野球連盟の「女子野球タウン」に第 1 号認定されています。 

＊その他、渡良瀬遊水地や利根川河川敷で全国

規模のトライアスロン大会や、自転車タイム

トライアル・ロードレース大会が開催されて

います。 

＊毎年 12 月に開催される「加須こいのぼりマ

ラソン大会」には、約 6,000 人の参加者が訪

れます。 
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③観光資源の認知度・魅力度 

首都圏在住者（東武伊勢崎線沿線）を対象に実施した Web アンケート調査の結果、市内の

観光資源に対する認知度は「むさしの村（31.0％）」が最も高く、次いで、「渡良瀬遊水地

（18.0%）」、「加須うどん（13.0%）」が高くなっています。周辺地域の観光資源と比較して、

加須市の観光資源は認知度が低く、上位 3 位以外の観光資源は「知っている」という回答が

10%未満でした。 

 

▼加須市内の観光資源の認知度 

 

▼加須市周辺の観光資源の認知度 

 

  

知っている
31.0%

18.0%
13.0%

6.0%
6.0%
5.0%
5.0%
4.0%
4.0%
4.0%
4.0%
4.0%
4.0%
3.0%
3.0%
3.0%
3.0%
3.0%
3.0%
2.0%
2.0%

知らない
69.0%

82.0%
87.0%

94.0%
94.0%
95.0%
95.0%
96.0%
96.0%
96.0%
96.0%
96.0%
96.0%
97.0%
97.0%
97.0%
97.0%
97.0%
97.0%
98.0%
98.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

むさしの村
渡良瀬遊⽔地

加須うどん
道の駅かぞわたらせ

加須市⺠平和祭
オニバス⾃⽣地

⽟敷神社
加須はなさき公園

ワクイミュージアム
サトエ記念21世紀美術館

騎⻄城（郷⼟資料展⽰室）
道の駅童謡のふる⾥おおとね

不動ヶ岡不動尊總願寺
利根川河川敷緑地公園

浮野の⾥
加須未来館

北川辺ライスパーク
KAZOLING（サイクリング）

藤まつり
⽟敷公園

加須サイクリングセンター

知ってる 知らない ［n=100］

知っている

64.0%

49.0%

24.0%

11.0%

知らない

36.0%

51.0%

76.0%

89.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東武動物公園

佐野プレミアムアウトレット

吉⾒百⽳

さいたま⽔族館

［n=100］
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市内の観光資源について「魅力的である」と回答した割合は、「加須うどん」が 24.0％と

最も多く、次いで「加須未来館（20.0%）」、「利根川河川敷緑地公園（18.0％）」となってい

ます。「魅力的である」、「少し魅力的である」と回答した割合を合計すると、「加須うどん」は

64.0％となっており、「東武動物公園（65.0％）」と同程度となっています。 

 

▼加須市内の観光資源の魅力度 

  

▼加須市周辺の観光資源の魅力度 

 
  

魅⼒的である
24.0%

20.0%
18.0%
17.0%

15.0%
15.0%
15.0%
14.0%
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30.0%
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32.0%
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35.0%
33.0%

35.0%
39.0%

35.0%
41.0%
38.0%
39.0%

45.0%
40.0%
40.0%

魅⼒的でない
15.0%
15.0%
15.0%
16.0%

18.0%
19.0%

15.0%
23.0%
21.0%

17.0%
24.0%

19.0%
21.0%

17.0%
15.0%

24.0%
25.0%
25.0%
24.0%
22.0%
22.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加須うどん
加須未来館

利根川河川敷緑地公園
騎⻄城（郷⼟資料展⽰室）

道の駅かぞわたらせ
むさしの村

⽟敷公園
⽟敷神社

渡良瀬遊⽔地
藤まつり

不動ヶ岡不動尊總願寺
道の駅童謡のふる⾥おおとね

オニバス⾃⽣地
浮野の⾥

加須はなさき公園
KAZOLING（サイクリング）

ワクイミュージアム
加須サイクリングセンター

北川辺ライスパーク
サトエ記念21世紀美術館

加須市⺠平和祭

［n=100］
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33.0%
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東武動物公園

佐野プレミアムアウトレット
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吉⾒百⽳

［n=100］
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市内および周辺地域の観光資源に対する「認知度×魅力度」をみると、知名度や集客性が高

い「東武動物公園」や「佐野プレミアムアウトレット」は、認知度と魅力度がともに高く、地

域の目玉となる施設です。一方、市内の観光資源は全般的に認知度が低い中で、「加須うどん」

や「玉敷公園」などは比較的魅力度が高く、PR を強化することによる今後の活用が期待でき

る資源であると考えられます。 

 

▼加須市内および周辺地域の観光資源に対する「認知度×魅力度」 

 

  

むさしの村

渡良瀬遊⽔地
加須うどん道の駅かぞわたらせ

加須市⺠平和祭

オニバス⾃⽣地
⽟敷神社

加須はなさき公園
ワクイミュージアム

サトエ記念21世紀美術館

騎⻄城（郷⼟資料展⽰室）

道の駅童謡のふる⾥おおとね

不動ヶ岡不動尊總願寺

利根川河川敷緑地公園

浮野の⾥

加須未来館
北川辺ライスパーク

KAZOLING（サイクリング）
藤まつり

⽟敷公園加須サイクリングセンター

東武動物公園

佐野プレミアムアウトレット

吉⾒百⽳

さいたま⽔族館
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【凡例】
● 市内の観光資源
■ 市外の観光資源

［n=100］
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（４）加須市を訪れる観光客の動向 

加須市物産観光協会や市内の観光関連施設（渡良瀬遊水地アクリメーション振興財団、むさ

しの村）、道の駅（道の駅かぞわたらせ・道の駅童謡のふる里おおとね）へのヒアリング調査を

通じて、加須市を訪れている観光客の属性や特徴、加須市観光の現状を抽出しました。 

 

●観光客の属性・特徴 

 

 

●加須市観光の現状と課題認識 

 
 

〇加須市を訪れる観光客は、高齢者や子供連れのファミリー層が中心。 

〇県内および茨城県、栃木県の隣接市町村からの来訪が多い。 

〇観光客の移動手段は、大半が「自動車」利用。道の駅への立ち寄りが多い。 

〇近年、渡良瀬遊水地や利根川沿いのエリアでサイクリングを楽しむ観光客（サイクリス

ト）が増加。加須市および周辺の豊かな自然景観を楽しんでいる。 

⇒ サイクリングは、通年の来訪が期待できる新たな観光資源として期待が高い。 

（令和 2 年度から、加須市のサイクリング『KAZOLING』の取組を市内で推進） 

〇加須市民平和祭（ジャンボこいのぼり遊泳）や藤まつり、あじさい祭りなどの市内のイ

ベントは市民だけでなく、県内や周辺市町村から多くの方が来訪。 

⇒ イベントは、市内への誘客やにぎわい創出のための大切な観光要素のひとつ。 

〇「加須うどん」は徐々に認知度が高まってきており、加須市の重要な「食」資源。 

高齢の方をはじめ、「加須うどん」を目的とした来訪もみられる。 

〇加須市は観光地としての認知度が低く、加須市観光のイメージづくりやコンセプト設

定が必要。（魅力や楽しみ方の具体化、幅広い PR） 

⇒ サイクリング（KAZOLING）、食（加須うどん）、四季の花々、自然景観、スポー

ツ、農業体験などを活用した加須市観光の新たな魅力創出・磨き上げが期待。 

〇加須市を訪れる観光客は、半日程度の滞在や休憩施設等への立ち寄りが多く、市内全

体として、観光客による周遊や消費行動が少ない。 

〇渡良瀬遊水地や利根川周辺には、サイクリストをはじめ、イベント当日は多くの来訪

者で賑わうが、市街地との距離が離れており、賑わい創出に至っていない面がある。 

⇒ 通年型の観光資源開発、イベントによる集客といった新たな取組が必要。 

〇観光客の属性やニーズ、行動特性等を適切に分析・把握していくためのマーケティン

グデータが不足している。 
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（５）加須市の観光の強み・弱み 

 

【加須市の観光振興に関する SWOT 分析】 

内部要因 外部要因 

強

み 

(S) 

①観光資源 

・世界一のジャンボこいのぼり(知名度) 

・利根川を背景とした自然景観(公園) 

・渡良瀬遊水地 

・季節ごとの花の名所(藤、あじさい、コスモス等) 

・自然景観を生かしたサイクリング(KAZOLING) 

・玉敷神社、著名人ゆかりの資源 

・加須市・羽生市・行田市との

連携(近隣観光施設等ネット

ワーク会議) 

・かぞ観光サイクリングラリー

を通じた近隣自治体との連

携 

・東京スカイツリータウンと連

携した観光 PR 

 

・マイクロツーリズムの推進 

 (首都圏内の旅行需要増加) 

・国による旅行施策等の国内

客需要喚起 

 

・訪日外国人観光客の増加 

・東武線沿線の著名な観光地

（浅草、日光、鬼怒川) 

 

・埼玉西武ライオンズ・レディ

ースの本拠地 

・全国規模のスポーツクライミ

ング、女子野球の大会の開

催地 

機

会 

(O) 

②食、お土産 

・加須うどん（埼玉県はうどん生産量第２位） 

・かぞブランド認定品 

・郷土菓子 

(こいのぼり最中、五家宝、いがまんじゅう) 

・野菜・フルーツ(トマト、いちじく、いちご、梨) 

・地酒（釜屋、清水酒造） 

③イベント 
・年間を通じて多彩なイベントを開催 

(加須市民平和祭、藤まつり等) 

④アクセス、交通 

・東武伊勢崎線による都内からのアクセスの良さ 

(浅草駅から加須駅まで約 70 分) 

・東北自動車道「加須 IC」 

・市内に 5 か所の無料レンタサイクルステーション 

⑤インフラ、施設 

・渡良瀬遊水地 

・2 つの道の駅 

・むさしの村 

・加須はなさき水上公園など、観光施設が点在 

⑥人材、組織 
・各種観光ボランティア団体が活動 

・物産観光協会等による人材育成 

⑦その他 
・快晴の日数が日本一※1 

・東武線沿線地域との連携 

弱

み 

（W） 

①観光資源 

・観光資源の知名度の低さ 

・体験型プログラムの情報発信の不足 

・周遊を促す仕組み、情報発信が不足 
・周辺地域との競合(観光に取

り組む地域の増加) 

 

・東武線沿線の著名な観光地 

(浅草、日光、鬼怒川) 

 

・若年層の旅行、レジャー離れ 

 

・新型コロナウイルス感染症拡

大に伴う、観光に対する意識

の変化 

脅

威 

（T） 

②食、お土産 

・特産品の認知度の低さ 

・特産品の情報発信の不足 

・物産館など、1 ヶ所で販売する施設がない 

③イベント ・情報発信、プロモーションの不足 

④アクセス、交通 
・ニ次交通の脆弱さ 

・駅からのアクセスの悪さ、駐車場不足 

⑤インフラ、施設 

・観光案内機能が弱い 

・宿泊施設の少なさ(日帰り観光中心) 

・インバウンド対応(多言語化、案内機能) 

⑥人材、組織 

・「観光によるまちおこし」に対する市民評価が低

い※2 (施策の重要度・満足度共に低い) 

・観光人材の育成(多言語化、案内機能) 

・観光ボランティア団体の高齢化 

※1 平成 21 年～平成 30 年までの 10 年間の快晴日数は平均 56.7 日/年と、日本で最多。（熊谷気象台） 

※2 重要度は、45 施策中 33 位、満足度は 45 施策中 44 位との結果となっている。 

（加須市まちづくりアンケート調査（令和 2 年実施）より） 
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2.4 加須市観光のこれからの取組課題 

市内の観光振興および賑わい創出に向けて、今後取り組むべき 4 つの課題を抽出しました。 

 

■課題１ ： 多様化するニーズに対応した体験・滞在型の魅力づくり 

●市内を訪れる年間の入込客数は着実に増加しているものの、平成 24 年度以降目標値を下回っ

ています。 

●国内各地で観光振興の取組が進められている中で、観光客の獲得を実現するためには、加須市の

特色を最大限に活かす必要があります。そのためには、加須市が有する魅力や強み（サイクリン

グ・食・スポーツ等）を活用した加須市ならではの体験型の観光資源づくりが求められます。 

●市内での滞在時間を延ばし消費を促すためには、地域資源が有する魅力や強みを再整理し組み

合わせることで、市内での周遊を促進していくことが大切です。 

 

■課題２ ： 集客力のある地域資源の活用促進・市全体の賑わい創出 

●近年、レンタサイクルや『KAZOLING』など、観光サイクリングの取組を推進したことで、サ

イクリング客が増加していることから、サイクリングは通年で誘客が期待できる資源のひとつ

です。 

●世界一のジャンボこいのぼり（加須市民平和祭）をはじめとした市内の祭やイベントには多くの

参加者があり、市内の賑わい創出につながる貴重な資源です。 

●集客力のあるサイクリング（KAZOLING）の取組、祭・イベント等の価値や魅力を高めながら

継続していくことで、市内への来訪者の獲得につなげていくことが重要です。さらに、来訪者へ

の情報発信、取組の波及（市街地との連携）により、リピーターの確保、市全体の賑わい創出な

どの効果が期待できます。 

 

■課題３ ： 情報発信の強化による市内の資源や魅力の認知度向上 

●現状では、加須市が有する資源や魅力が十分に知られていない面があり、市内の賑わい創出に向

けて来訪者を獲得するためには、資源の魅力や価値、楽しみ方を広く発信することが必要です。 

●来訪者の獲得に向けて、現状来訪が多いファミリー層や高齢者などのターゲットに応じた、多様

な媒体やメディアを活用した効果的な情報発信を展開していくことが重要です。 

●情報発信の観点では、加須市を訪れた観光客への案内や情報提供の充実を図ることも効果的な

取組のひとつと考えられます。（イベント来訪者への情報提供による立ち寄り箇所の増加等） 

 
■課題４ ： 市内全体の受入体制の強化 

●観光のまちづくりを推進する上では、市民や地域団体との協働が不可欠です。そのためには、観

光振興の推進役を担う物産観光協会の機能強化を図り、市民や商工会、鉄道事業者、旅行会社等

の、交通・観光関連企業等との連携による観光振興の取組を推進していくことが重要です。 

●市民への観光に関する広報活動を継続するとともに、市内の魅力や価値を再発見する機会や市

民が活躍する場の創出を通じて、市民が主役となった観光のまちづくりの推進が必要です。 

●新型コロナウイルス感染症収束後の観光需要の回復を見据え、インバウンド対応を含む受入環

境整備（案内、情報、移動手段等）を着実に進めることが大切です。観光客の満足度向上のため、

おもてなし力の向上も必要だと考えます。 



34 
 

第 3 章 本市の観光の目指す方向 

 

3.1 基本理念 

第 1 次観光ビジョンでは、『観光客に誇れるまちをつくる』という基本理念のもと、受入環境整

備や魅力向上、情報発信などに取り組み、来訪者を迎えるための基盤整備を進めてきました。 

この 10 年間で、「団体旅行」から「個人旅行」へ、「見る」観光から「体験・体感する」観光へ

と、旅行者の行動やニーズが多様化しています。また、少子高齢化や生産人口減少といった社会課

題に対応し、持続可能な地域経営を行うための手段として、国内各地で観光振興の取組が進められ

ています。 

このような状況の中で、加須市の特色を最大限に活かし、地域内外からの来訪者の獲得や地域の

活性化、賑わい創出を実現するためには、加須市の魅力や強みを大切にしながら、地域が一体とな

って取組を推進していくことが大切です。 

加須市は、有名な観光地ではありません。しかし、サイクリングやうどん、こいのぼり、スポー

ツ、自然景観をはじめとする多彩で魅力的な資源を持っています。第 2 次観光ビジョンにあたる本

計画は、「加須市誘客促進ビジョン」と題し、加須市の資源や強みを最大限に活用し、個々を No.1

ブランドへと成長させることで、これらの魅力を求めて地域内外から多くの方が訪れる賑わいのあ

る地域づくりを推進していきます。特にサイクリング、女子野球、スポーツクライミング、トライ

アスロン、スケートボードの聖地化を目指して各資源の磨き上げに取り組みます。 

また、「サイクリングやスポーツを楽しんだ後に、加須うどんを食べて笑顔になって帰る」、この

ように加須市の魅力をゆったりと体験することで、“こころ”も“からだ”も満足できる、そして、

“身近で何度でも訪れたくなる”地域を目指します。これからの 10 年の取組を通じて、何度も加

須市を訪れる加須市ファンを獲得するとともに、市民の誇りや地域への愛着の醸成につなげていき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本理念 
 

“こころ”も“からだ”も満たされる、 
何度も訪れたいまち・KAZO 

 
～ 加須市らしさを大切に、愛着を育む地域づくり～ 
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3.2 目指す姿・将来像 

 

10 年後の将来像（目標） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●東京および近郊から、No.1 ブランドに成長したサイクリングやスポーツ・

食・イベントなどへの参加や体験を目的として多くの人が加須市を訪れ、ゆ

ったりと一日中楽しんで笑顔になって帰るまち。 
 
●市内の観光資源や魅力を組み合わせて楽しむことで、“こころ”と“からだ”

が豊かになる身近な場所として認知され、繰り返し何度も訪れるファンを

獲得。 
 
●ジャンボこいのぼりやスポーツなどのイベントは、国内外からの多くの来訪

者で賑わい、市民の誇りとなっている。 

❷加須うどん 
 
日本 No.1 のサイクリングスポット！ 

 
➡「加須市＝サイクリング」のイメージが広く地

域内外に定着し、日本 No.1 のサイクリング

スポットとして認知 

➡ 都心から日帰りのサイクリストが多く来訪し

ている 

➡ サイクルステーションやサービスが充実 

❶KAZOLING(サイクリング) 
 

うどんの国内トップブランドに！ 
 
➡ まずは埼玉うどんのトップを獲得し、「日

本三大うどん」に次ぐ存在に成長 

➡ 加須うどんを通じて、加須市の認知度が

全国的にアップ 

➡ 国内各地から多くの人々が加須うどんを

目当てに訪れ、加須市の食の定番に！ 

 
『世界一のこいのぼり』の 

ブランド力が国内外に広く波及！ 
 
➡ 「世界一のこいのぼり」を継承 

➡ 5 月の加須市民平和祭の時期には、市内の

各所に「こいのぼり」が揚がり、市全体でブラ

ンド化に成功 

➡ 国内だけでなく、海外からもこいのぼりを目

的に来訪 

❸ジャンボこいのぼり ❹スポーツ 
  

全国 No.1 のスポーツの聖地！ 
 
 
➡ スポーツクライミングや女子野球などの

聖地として加須市の認知度が向上！ 

➡ 定期的に国際大会やスポーツ関連のイベ

ントが開催 

➡ 国内外から多くの選手や観光客が来訪 

加須市の主要資源の目標 （それぞれが目指す No.1） 
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3.3 基本方針 

観光振興の『基本理念』の実現に向けた 4 つの基本方針を示します。 

 

基本方針１ 
サイクリング・スポーツ・食・自然景観・歴史文化を活かした 

体験・滞在型観光の推進 

＊「体験・体感する」観光へのニーズの多様化を踏まえ、サイクリング・女子野球・スポーツク

ライミング・トライアスロン・スケートボード等の「スポーツ」、加須うどん等の「食」とい

った加須市の資源や強みを活かし、加須市ならではの体験プログラムを推進します。 

＊加須市が有する自然環境や歴史文化など、これまで大切に継承してきた観光資源の魅力や価

値を再整理し、効果的に活用することで、市内への滞在や周遊、消費の促進に取り組むととも

に、道の駅や拠点施設の機能強化を図り、来訪者の満足度向上につなげます。 

 

基本方針 2 KAZOLING およびイベントのブランド化による賑わいづくり 

＊ハード・ソフトの両面から、“日本 No.1 のサイクリングスポット”の実現を目指して、

「KAZOLING」の取組をさらに推進します。 

＊世界一の大きさを誇る「ジャンボこいのぼり（加須市民平和祭）」や「かぞどんとこい！祭り」

等の市内の祭りやイベントを継承するとともに、祭りやイベントの魅力や規模の拡大、情報発

信に取り組むことで、参加者数の増加を目指します。 

＊これらの取組を通じて、加須市が誇る「KAZOLING」や「ジャンボこいのぼり」、「玉敷神社

の藤」などのブランド力をさらに高めることで、市内の賑わい創出を実現します。 
 

基本方針 3 加須市の魅力や楽しみ方の拡散・PR 強化 

＊現状来訪の多い家族連れや高齢者、今後さらなる拡大が期待されるサイクリストやイベント

来場者等に対して、適切な情報媒体を選択し、効果的な情報発信を展開します。 

＊ホームページや SNS に加え、観光大使、メディアなどの多様な媒体を積極的に活用し、加須

市の観光資源やイベント等の観光情報を市内外に広く発信していきます。 

＊加須市の魅力や楽しみ方の発信を通じて、“何度も訪れたいまち”の実現と、市内外からの来

訪者や加須市ファン（リピーター・関係人口 11））の獲得に取り組むとともに、居住 UIJ ター

ン促進による定住人口の確保につなげます。 
 

基本方針 4 地域が一体となったおもてなし環境づくり 

＊加須市の特色を最大限に活かし、地域内外からの来訪者の獲得や地域の活性化、賑わい創出を

実現するためには、地域が一体となって取組を推進していくことが大切です。 

＊市内の受入環境の整備に取り組むとともに、市民、物産観光協会、観光関連事業者、交通事業

者、旅行会社等との連携により、おもてなしを実現する体制強化に取り組みます。 

＊市民が来訪者と触れ合う機会を増やし、来訪者の受入に対する市民の意識や理解を深めると

ともに、地域への愛着・誇りを育て、賑わいのあるまちづくりへの参画意欲の醸成を図ります。 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
11)関係人口：「定住人口」でもなく、観光で訪れる「交流人口」でもない、地域と多様に関わる人々。 
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3.4 数値目標（ＫＰＩ） 

本計画の達成度は、令和 3 年 2 月に策定した「第 2 次加須市総合振興計画」に掲げた数値目標

をもとに評価を行います。具体的には、「第 3 章 魅力と活力を生む産業のまちづくり」、「第 3 章 

第 3 節 第 1 項 観光によるまちおこし」に掲げた４つの KPI を用いることとし、「前期基本計画」

の計画期間である令和 7 年度において、総合振興計画に沿って目標の見直しを行います。 

また、本計画の具体的な取組内容に関しては、第４章に示す基本方針および施策に紐づく各事業

において設定されている令和 7 年度までの計画値をもとに、個別に進捗状況をモニタリング 12)し

ていきます。 

 

［数値目標（KPI）］ ※第 2 次加須市総合振興計画（令和 3 年 2 月策定）より 

指標 
現在値 

（令和元年度） 

目標値 

（令和 7 年度） 

観光入込客数 2,554,493 人 2,586,000 人 

うどんとこいのぼりを活用した取組数 68 件 90 件 

サイクリングイベント参加者数 243 人 500 人 

物産観光協会ホームページアクセス数 66,275 件 71,000 件 

 

 

【達成に向けたシナリオ】 

● 観光サイクリング「KAZOLING」の取組を推進することで、年間を通じた市外

からの来訪者を増やす 

● 「加須市民平和祭（ジャンボこいのぼり遊泳）」や「かぞどんとこい！祭り」等

の市内の祭り・イベントの魅力拡大、情報発信、受入環境やおもてなしの強化に

取り組むことで、それぞれの祭り・イベントへの市内外からの来場者を増やす 

● 加須市が推進するスポーツ（スポーツクライミング、女子野球、トライアスロン、

自転車競技、スケートボード等）の大会やイベント開催によって、選手や関係者、

観客といった市外からの来訪者を増やす 

● 来訪者への情報発信、市外へのプロモーションを通じて、新規来訪者だけでな

く、繰り返し加須市を訪れるリピーター（ファン）を獲得 

 

 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
12)モニタリング：計画し、実行した結果を監視すること。  
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第 4 章 観光振興の実現に向けた取組内容 

 

4.1 施策体系 

加須市における観光振興の『基本理念』の実現に向けて、今後 10 年間に取り組むべき施策を以

下に示します。基本方針に紐付くこれらの施策に沿い、具体的な取組を推進していきます。 

 

【施策体系一覧】 

基本方針 施策 具体的な取組内容 

1.サイクリング・ 

スポーツ・食・ 

自然景観・ 

歴史文化を 

活かした体験・ 

滞在型観光の 

推進 

1-1.体験メニューの多様化・ 

新たな魅力づくり 

①スポーツツーリズムの推進 

②グリーンツーリズムの推進 

③加須うどん・特産品を活かした体験メニューの推進 

④食・特産品の充実 

1-2.既存資源の利活用および 

周遊・滞在の仕組みづくり 

①地域資源・魅力の再整理 

②自然資源の保全・活用 

③歴史文化資源の継承・活用 

④テーマ性のある周遊・滞在プログラムの創出 

1-3.道の駅や観光拠点の 

整備・充実 

①道の駅の機能向上・活用促進 

②観光交流施設の魅力創出 

2.KAZOLING 

およびイベントの 

ブランド化による 

賑わいづくり 

2-1.KAZOLING の推進に 

向けた受入環境の充実 

①走行環境の整備 

②休憩施設・拠点施設の整備 

2-2.KAZOLING の楽しみ方 

の提案 

①魅力あるコースづくり 

②サイクリングイベントの開催 

③モニターツアーの実施による検証・改善 

2-3.地域資源を活用した 

イベントの充実および 

市街地の賑わい創出 

①既存イベントの継続 

②埼玉西武ライオンズ・レディースと連携した 

イベントの開催 

③周遊・滞在・再訪を促す情報提供 

3.加須市の魅力や 

楽しみ方の拡散・ 

PR 強化 

3-1.情報発信媒体の充実 

①ターゲットの具体化、地域のブランド化 

②パンフレット・広報媒体の充実 

③SNS の活用 

④PR 動画の作成および活用 

3-2.現地における 

情報案内機能の充実 

①観光案内サインの点検・整備 

②観光案内の機能強化 

3-3.広域的なプロモーション 

展開 

①メディアプロモーションの強化 

②関係団体や企業等とのタイアップ 

③居住 UIJ ターン促進施策と連携した情報発信 

4.地域が 

一体となった 

おもてなし環境 

づくり 

4-1.受入環境の整備・充実 
①交通手段の整備・充実 

②インバウンド受入環境の整備 

4-2.おもてなしの基盤づくり 

①ボランティアガイド・おもてなし人材の育成 

②加須市物産観光協会の体制強化 

③交通事業者・観光事業者・スポーツ団体等との 

連携強化 

④マーケティングデータの収集・分析 

⑤ビジョン進行状況のモニタリング 

4-3.市民による賑わいのある 

まちづくりへの 

参画意欲の醸成 

①賑わいのあるまちづくりに関する市民への広報・ 

情報提供 

②市民と来訪者の触れ合い、市民の活躍機会の創出 

4-4.広域連携の促進 
①周辺自治体との連携 

②東武線沿線自治体との連携 
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4.2 具体的な取組内容 

 

基本方針１ 
サイクリング・スポーツ・食・自然景観・歴史文化を活かした 

体験・滞在型観光の推進 

＊「体験・体感する」観光へのニーズの多様化を踏まえ、サイクリング・女子野球・スポーツクライミ

ング・トライアスロン・スケートボード等の「スポーツ」、加須うどん等の「食」といった加須市の資

源や強みを活かし、加須市ならではの体験プログラムを推進します。 

＊加須市が有する自然環境や歴史文化など、これまで大切に継承してきた観光資源の魅力や価

値を再整理し、効果的に活用することで、市内への滞在や周遊、消費の促進に取り組むととも

に、道の駅や拠点施設の機能強化を図り、来訪者の満足度向上につなげます。 

■施策 1-1 体験メニューの多様化・新たな魅力づくり 

❖取組①：スポーツツーリズム 13)の推進 

（サイクリング、スポーツクライミング、女子野球、トライアスロン、スケートボード 等） 

●本市は、サイクリング、スポーツクライミング、女子野球、トライアスロン、スケートボード

等のスポーツを推進するスポーツ都市です。これまでにも、クライミングワールドカップや全

国高等学校女子硬式野球選抜大会等の国際大会をはじめとする競技大会やイベントが開催さ

れ、多くの方が加須市を訪れています。 

●今後も、スポーツ都市を推進するとともに、国際大会やイベ

ント等の誘致・開催に取り組むことで、スポーツツーリズム

の振興に取り組みます。また、多くの人々が気軽にスポーツ

を楽しむことができる環境を整備し、「スポーツの聖地」とし

ての認知度向上、誘客促進につなげていきます。 

 

事業名 観光サイクリング推進事業 

計画値等 

サイクリングイベント参加者数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

0 350 400 450 500 

担当課 観光振興課 

 

 

 

 

 

 

 

 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

13)スポーツツーリズム：スポーツをするための旅行や試合等を見に行くための旅行と、それに伴う周辺の観光やスポ

ーツを通じた地域での交流に関わる様々な旅行のこと。  

▲加須こいのぼりクライミングウォール 
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事業名 自転車普及推進事業 

計画値等 

自転車競技大会開催数 （回） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

2 3 3 3 3 

担当課 スポーツ振興課 

 

事業名 女子硬式野球振興事業 

計画値等 

女子硬式野球観客数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

0 20,000 22,000 23,000 24,000 

担当課 スポーツ振興課 

 

事業名 クライミング普及事業 

計画値等 

クライミングウォール利用者数（加須市民体育館、南篠崎体育館） （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

3,870 11,500 12,000 12,500 13,000 

担当課 スポーツ振興課 

 

事業名 こいのぼりマラソン大会開催事業 

計画値等 

こいのぼりマラソン大会参加者数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

0 6,500 6,500 6,500 6,500 

担当課 スポーツ振興課 

 

事業名 加須ふじの里駅伝大会支援事業 

計画値等 

加須ふじの里駅伝大会参加者数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

0 1,700 1,700 1,700 1,700 

担当課 スポーツ振興課 

 

事業名 全国大会等支援事業 

計画値等 

全国大会等誘致数 （回） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

5 14 14 14 14 

担当課 スポーツ振興課 
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❖取組②：グリーンツーリズムの推進 

●豊かな自然環境や農業は本市の魅力のひとつです。これらの資源を活かし、「北川辺ライスパ

ーク」の米づくり等の農業体験、「加須未来館」の野菜づくりや料理教室、ふれあいイベントな

どが開催されています。 

●昨今の体験型観光へのニーズの高まりを踏まえ、JA ほくさいや農業体験施設等との連携を強

化し、農業体験や年間を通じて農作物の栽培技術を学べる講座等、多様な体験プログラムを推

進します。 

 

事業名 加須未来館グリーンツーリズム推進事業 

計画値等 

加須未来館ふれあい交流イベント参加者数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

0 13,700 13,800 13,800 13,900 

担当課 農業振興課 

 

事業名 ライスパーク農業体験推進事業 

計画値等 

ライスパーク農業体験参加者数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

372 600 600 600 600 

担当課 農政建設課（北川辺） 

 

事業名 環境学習推進事業 

計画値等 

環境学習講座等の参加人数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

0 205 260 315 370 

担当課 環境政策課 
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❖取組③：加須うどん・特産品を活かした体験メニューの推進 

●「加須うどん」は、地域に根付いた食文化のひとつであり、市内には 60 店舗近くのうどん提

供店があります。讃岐や稲庭に代表される「日本三大うどん」に次ぐ存在となることを目指し、

「加須うどん」を活用した観光振興に取り組みます。 

●市民をはじめ多くの人々に加須うどんに親しんでもらえるよ

うに、手打ちうどんづくり体験等のプログラムの充実を図り

ます。 

●さらに、加須うどん以外の郷土菓子（こいのぼり最中、いが

まんじゅう、五家宝）にも着目し、それらを活用した体験プ

ログラムの造成、加須市らしい体験観光の提供を実現します。 

 

事業名 「うどん」と「こいのぼり」によるまちおこし事業 

計画値等 

うどんとこいのぼりを活用した取組数 （回） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

65 75 80 85 90 

担当課 観光振興課 

 

事業名 市民農園管理運営事業 

計画値等 

グリーンファーム加須講座等参加者数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

0 210 220 230 240 

担当課 農業振興課 

 

事業名 産業チャレンジ支援事業 

計画値等 

６次産業化商品開発支援件数 （件） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

2 5 5 5 5 

担当課 産業振興課 

 

事業名 加須未来館グリーンツーリズム推進事業 

計画値等 

加須未来館グリーンツーリズム講座等参加者数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

0 660 660 670 670 

担当課 農業振興課 

  

▲手打ちうどんづくり体験 
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❖取組④：食・特産品の充実 

●市内の優れた商品や製品、農作物等を認定し、本市の知名度および産品の付加価値の向上を図

り、産業振興及び地域活性化に資することを目的として、平成 28 年度に「かぞブランド制度」

を創設し、認定品を毎年発行する「かぞブランドブック」で紹介しています。 

●この「かぞブランド制度」と連携し、加須うどんや郷土菓子、地酒、農作物（米・いちご・梨・

いちじく・トマト）、こいのぼり等、市内の特徴的な食材や商品を活用した「ご当地メニュー」

や「お土産」を観光資源として推進します。 

 

事業名 「うどん」と「こいのぼり」によるまちおこし事業 

計画値等 

うどんとこいのぼりを活用した取組数 （回） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

65 75 80 85 90 

担当課 観光振興課 

 

事業名 かぞグルメ協働事業 

計画値等 

学校と協働して実施した事業数 （事業） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

0 4 4 4 4 

担当課 産業振興課 

 

事業名 かぞブランド創出事業 

計画値等 

かぞブランド認定により売上額が向上した産品の割合 （％） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

46 50 50 50 50 

担当課 産業振興課 

 

事業名 農産物ブランド育成事業 

計画値等 

かぞブランド認定農産物 （品） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

21 22 22 24 24 

担当課 農業振興課 
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事業名 加須の農業 PR 事業 

計画値等 

農作物直売イベントの開催又は参加の回数 （回） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

0 17 17 17 17 

担当課 農業振興課 

 

事業名 地産地消推進事業 

計画値等 

農産物直売所の地元農産物の売上額 （千円） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

312,713 316,000 317,000 318,000 319,000 

担当課 農業振興課 

 

事業名 産業チャレンジ支援事業 

計画値等 

６次産業化商品開発支援件数 （件） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

2 5 5 5 5 

担当課 産業振興課 
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■施策 1-2 既存資源の利活用および周遊・滞在の仕組みづくり 

❖取組①：地域資源・魅力の再整理 

●第１次観光ビジョンにおいては、市内の魅力的な地域資源の保護保全・活用に取り組んできま

した。「浮野の里」や「不動ヶ岡不動尊總願寺」等の自然環境・歴史文化資源は、加須市の魅力

のひとつです。 

●これらの貴重な地域資源の価値を再整理し、体験型観光への転換が見られ多様化する昨今の旅

行ニーズに対応した新たな活用方法を地域関係者と連携して検討するとともに、これらを組み

合わせた周遊・滞在型観光の仕組みづくりに取り組みます。 

 

事業名 観光ビジョン進行管理事業 

計画値等 

観光入込客数（年間） （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

1,094,209 2,514,000 2,538,000 2,562,000 2,586,000 

担当課 観光振興課 

 

事業名 観光資源活用事業 

計画値等 

観光入込客数（年間） （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

1,094,209 2,514,000 2,538,000 2,562,000 2,586,000 

担当課 観光振興課 

 

事業名 物産観光協会支援事業 

計画値等 

会員数 （人（組）） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

210 225 230 235 240 

担当課 観光振興課 
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❖取組②：自然資源の保全・活用 

●「浮野の里」や「オニバス自生地」、「渡良瀬遊水地」等、市内の豊かな自然環境は、これまで

大切に継承されてきた貴重な資源です。本計画においても、美しい自然や景観が損なわれるこ

とのないよう、自然資源の保全と活用のバランスに留意し、魅力の発信に取り組みます。 

●浮野の里においては、「浮野の里・葦の会」等と協働し、散策

道の整備、生態系調査、ボランティアガイドの提供、自然観

察会の開催等に取り組みます。 

●オニバス自生地は、これまでの取組を継続し、オニバスの育

成環境の保全、遊歩道・トイレ・休憩所・案内板等の整備・

充実を図ります。 

●「渡良瀬遊水地保全利活用協議会」を通じて、関係団体や周辺自治体と連携しながら、ラム

サール条約湿地 14)に登録されている渡良瀬遊水地の貴重な自然環境や生態系の保全・保護、

植物観察やバードウォッチング、湖面を活用したウォータースポーツ等の活用を積極的に推

進していきます。 

 

事業名 利根川未来パーク推進事業 

計画値等 

位置付けされている主なイベント・施設の来場者数 （万人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

21 42 42 42 42 

担当課 まちづくり課 

 

事業名 渡良瀬遊水地活用推進事業 

計画値等 

渡良瀬遊水地関係イベント数 （事業） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

0 8 8 8 8 

担当課 環境政策課 

 

事業名 「浮野の里」自然環境保全事業 

計画値等 

浮野の里環境保全活動年間参加者数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

1,191 1,200 1,200 1,200 1,200 

担当課 環境政策課 

 

 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

14)ラムサール条約湿地：「特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約（ラムサール条約）」の締約国

が、条約で定められた国際的な基準に従って指定し、「国際的に重要な湿地に係る登録簿」に

掲載した湿地のこと。  

▲浮野の里 
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事業名 市の花コスモス普及事業 

計画値等 市の花コスモスの栽培面積 （㎡） 

 
令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

 9,633 12,500 12,500 12,500 12,500 

担当課 総務課 

 

事業名 オニバス保護活用事業 

計画値等 オニバス自生地来訪者数 （人） 

 
令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

 1,079 1,550 1,550 1,550 1,550 

担当課 地域振興課（北川辺） 

 

事業名 景観形成推進事業 

計画値等 景観指針を策定する地区数 （地区） 

 
令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

 1 2 2 2 2 

担当課 まちづくり課 

 

事業名 加須未来館周辺景観形成事業 

計画値等 

加須未来館周辺景観形成作物栽培面積（累計） （㎡） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

14,329 15,000 15,000 15,000 15,000 

担当課 農業振興課 

 

  



48 
 

❖取組③：歴史文化資源の継承・活用 

●本市は、国指定文化財 2 件、県指定文化財 9 件、市指定文化財 184 件の多くの歴史文化資源

を有しています。平成 31 年の文化財保護法改正を背景に、文化財の効果的な活用を推進して

いきます。 

●関東三大不動に数えられる「不動ヶ岡不動尊總願寺」と連携し、境内の整備、伝統祭事におけ

る交通対策や臨時駐車場整備等に取り組み、満足度向上に努めます。 

●国指定重要無形民俗文化財である「玉敷神社神楽」の更なる認知度向上に向け、情報発信を強

化し積極的な PR に取り組みます。 

●「騎西城」郷土史料展示室の公開日を拡充し、観光振興を図ります。 

●また、斎藤与里、河野省三、田中正造、下總皖一等、本市にゆかりある偉人をテーマとする展

示施設の整備や記念イベントの開催に継続して取り組みます。 

 

事業名 騎西・北川辺郷土資料館管理運営事業 

計画値等 

北川辺郷土資料館の来館者数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

139 765 770 775 780 

担当課 生涯学習課 

 

事業名 文化財の保存と活用による地域活性化事業 

計画値等 

発掘調査報告書の刊行数 （冊） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

14 16 17 18 19 

担当課 生涯学習課 

 

事業名 偉人顕彰事業 

計画値等 

偉人パネル展年間開催回数 （回） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

1 8 8 8 8 

担当課 生涯学習課 

 

事業名 伝統文化継承支援事業 

計画値等 

伝統文化保存会後継者数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

318 317 318 319 320 

担当課 生涯学習課 
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❖取組④：テーマ性のある周遊・滞在プログラムの創出 

（自然・歴史文化・農業・健康・学び 等） 

●観光振興を地域経済の活性化につなげていくためには、市内の周遊や滞在時間を延ばし、来訪

者の消費を促進することが大切です。しかし、現状、本市への来訪者は半日程度の滞在が多く、

市内の周遊や消費行動は少ない傾向にあることが課題となっています。 

●そこで、市内の貴重な自然環境・歴史文化資源の魅力や価値をもとに、これらの資源を自然・

歴史文化・農業・健康・学びといったテーマでつなぎ、新たな周遊・滞在型のプログラムづく

りに取り組みます。その一つとして、来訪者のニーズや移動手段、来訪の季節等に応じた観光

モデルコースの充実を図ります。 

 

事業名 観光資源活用事業 

計画値等 

観光入込客数（年間） （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

1,094,209 2,514,000 2,538,000 2,562,000 2,586,000 

担当課 観光振興課 

 

事業名 物産観光協会支援事業 

計画値等 

会員数 （人（組）） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

210 225 230 235 240 

担当課 観光振興課 
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■施策 1-3 道の駅や観光拠点の整備・充実 

❖取組①：道の駅の機能向上・活用促進 

●市内に位置する「道の駅かぞわたらせ」、「道の駅童謡のふる里おおとね」及び「JA ほくさい

農産物直売所」は、食事や休憩を目的として多くの来訪者が利用しています。これらの施設は、

市内の重要な観光拠点施設であることから、引き続き、市内観光の拠点としての連携・活用を

図るとともに、情報発信や案内機能の強化（観光情報の集約、情報発信媒体の充実、観光案内

窓口の設置等）に取り組みます。 

●施設管理者と連携し、農作物や特産品の販売、加須市産の食材を使った食事メニューの提供等、

市内の消費や物販の拠点としての機能強化に取り組みます。各施設で季節限定メニュー等を開

発することで、リピーターの確保を促します。 

●道の駅かぞわたらせは、「恋人の聖地サテライト 15)」に選定されています。渡良瀬遊水地のハ

ート型の湖（谷中湖）やこいのぼり（「恋登り＝恋愛成就」）、ハートのオブジェなどの資源を活

かし、来訪者の増加を図ります。 

●三県境は、加須市、栃木県栃木市、群馬県板倉町の行政界です。全国で唯一「歩いて３歩で回

れる三県境」として注目されています。今後さらに、三県境を活かし来訪者の増加を図ります。 

 

事業名 道の駅かぞわたらせ管理運営事業 

計画値等 

レストラン及び農産物直売の年度内販売額（千円） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

181,293 188,536 192,306 196,153 200,076 

担当課 農政建設課（北川辺） 

 

事業名 童謡のふる里おおとね農業創生センター管理運営事業 

計画値等 

生産者部会売上高 （千円） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

45,582 43,800 44,600 45,400 46,200 

担当課 農政建設課（大利根） 

 

事業名 道の駅かぞわたらせ管理運営事業 

計画値等 

道の駅かぞわらたせ物産販売施設来客者数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

201,648 213,000 218,000 222,000 226,000 

担当課 農政建設課（北川辺） 

 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

15)恋人の聖地サテライト：NPO 法人地域活性化支援センターによる「恋人の聖地プロジェクト」において、プロポー

ズにふさわしいロマンティックな場所として選定されたスポット。  
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事業名 童謡のふる里おおとね農業創生センター管理運営事業 

計画値等 

来客者数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

170,175 180,150 180,200 180,250 180,300 

担当課 農政建設課（大利根） 

 

事業名 地産地消推進事業 

計画値等 

農産物直売所の地元農産物の売上額 （千円） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

312,713 316,000 317,000 318,000 319,000 

担当課 農業振興課 

 

❖取組②：観光交流施設の魅力創出 

●市内には、道の駅以外にも、「加須未来館」や「北川辺ライスパーク」等の観光交流施設があり

ます。 

●農業や科学といった各施設のテーマや個性を活かした体験プログラムの充実を図り、施設ごと

の魅力をさらに向上させることで、利用者の増加や市内での滞在時間の延長につなげます。 

●また、利用特典や割引制度などを導入し、施設間のつながりを高めることで、市全体の観光振

興、来訪者の周遊促進のための取組を推進します。 

 

事業名 加須未来館管理運営事業 

計画値等 

加須未来館年間来館者数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

19,341 97,000 98,000 99,000 100,000 

担当課 文化・学習センター 

 

事業名 ライスパーク管理運営事業 

計画値等 

施設利用者数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

4,012 9,500 9,700 9,900 10,100 

担当課 農政建設課（北川辺） 
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基本方針 2 KAZOLING およびイベントのブランド化による賑わいづくり 

＊ハード・ソフトの両面から、“日本 No.1 のサイクリングスポット”の実現を目指して、

「KAZOLING」の取組をさらに推進します。 

＊世界一の大きさを誇る「ジャンボこいのぼり（加須市民平和祭）」や「かぞどんとこい！祭り」等

の市内の祭りやイベントを継承するとともに、祭りやイベントの魅力や規模の拡大、情報発信に

取り組むことで、参加者数の増加を目指します。 

＊これらの取組を通じて、加須市が誇る「KAZOLING」や「ジャンボこいのぼり」、「玉敷神社の

藤」などのブランド力をさらに高めることで、市内の賑わい創出を実現します。 

■施策 2-1 KAZOLING の推進に向けた受入環境の充実 

❖取組①：走行環境の整備 

●これまでに観光サイクリングの推進に取り組み、レンタサイクル事業や市内を巡るサイクリン

グコースの設定等、気軽にサイクリングを楽しむことができる環境づくりを進めてきました。

「日本 No.1 のサイクリングスポット」を実現するため、今後も継続的な取組を推進していき

ます。 

●サイクリストが走行しやすい道路環境の整備に引き続き取り組みます。 

●サイクリストの利便性を高めていくために、案内板や標識の整備等、サイクリストが必要な情

報を入手できる環境整備を行います。 

 

事業名 観光サイクリング推進事業 

計画値等 

サイクリングイベント参加者数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

0 350 400 450 500 

担当課 観光振興課 

 

事業名 自転車歩行者道整備事業 

計画値等 

既存自転車歩行者道路の改修路線数 （路線） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

4 1 1 1 1 

担当課 道路課 
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❖取組②：休憩施設・拠点施設の整備 

●現在、市内には加須市が管理する 5 か所のレンタサイクルステーションと、埼玉県が管理する

「加須サイクリングセンター」、道の駅かぞわたらせレンタサイクルがあり、サイクリストの

拠点として機能しています。 

●サイクリストがさらに快適に走行を楽しむことができる環境を整え、選ばれるサイクリングス

ポットとなるために、既存の休憩施設・拠点施設の機能やサービスの充実を図り、観光サイク

リング「KAZOLING」のさらなる振興につなげます。 

●主要観光施設や民間施設と連携し、観光案内、休憩所の充実を図ります。 

 

事業名 観光サイクリング推進事業 

計画値等 

サイクリングイベント参加者数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

0 350 400 450 500 

担当課 観光振興課 

 

事業名 道の駅かぞわたらせ管理運営事業 

計画値等 

道の駅かぞわらたせ物産販売施設来客者数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

201,648 213,000 218,000 222,000 226,000 

担当課 農政建設課（北川辺） 

 

事業名 童謡のふる里おおとね農業創生センター管理運営事業 

計画値等 

来客者数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

170,175 180,150 180,200 180,250 180,300 

担当課 農政建設課（大利根） 

 

事業名 加須未来館管理運営事業 

計画値等 

加須未来館年間来館者数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

19,341 97,000 98,000 99,000 100,000 

担当課 文化・学習センター 
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■施策 2-2 KAZOLING の楽しみ方の提案 

❖取組①：魅力あるコースづくり 

●サイクリングの推進に向けて、市内を周遊するレベル別、テーマ別のサイクリング推奨コース

を設定し、観光ガイドブックや加須市物産観光協会ホームページ、KAZOLING 公式ホームペ

ージで発信しています。 

●サイクリングは年間を通じた幅広い年齢層の誘客が期待されることから、多様なサイクリスト

が市内の魅力を感じながらサイクリングを楽しむことができるように、サイクリング推奨コー

スを充実させるとともに、広く発信をしていきます。 

 

事業名 観光サイクリング推進事業 

計画値等 

サイクリングイベント参加者数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

0 350 400 450 500 

担当課 観光振興課 

 

❖取組②サイクリングイベントの開催 

●KAZOLING の一環として、市内をサイクリングで巡る「かぞ観光サイクリングラリー」や

「KAZOLING FESTA」等のイベントを定期的に開催し、これらのイベント開催時には多く

のサイクリストが市内を訪れています。 

●このようなサイクリングイベントを継続的に開催することで、サイクリストを中心とした市内

への誘客を図るとともに、市内の食やスポーツ等との組み合わせたイベントの多様化や魅力向

上、KAZOLING をきっかけとした市内の賑わい創出に取り組みます。 

 

事業名 観光サイクリング推進事業 

計画値等 

サイクリングイベント参加者数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

0 350 400 450 500 

担当課 観光振興課 
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❖取組③モニターツアーの実施による検証・改善 

●KAZOLING の取組を通じて、「加須市＝サイクリング」のイメージを広く定着させ、将来像に

掲げた「日本 No.1 のサイクリングスポット」を実現するために取組を推進するうえで、モニ

ターツアー等の検証の場を定期的に設け、サイクリストのニーズや課題を検証しながら、より

良い環境整備やサービス提供、KAZOLING の魅力・価値向上に取り組みます。 

●モニターツアーの様子は、公式ホームページ等を通じて積極的に発信し、サイクリスト目線の

魅力や楽しみ方の PR につなげます。 

 

事業名 観光サイクリング推進事業 

計画値等 

サイクリングイベント参加者数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

0 350 400 450 500 

担当課 観光振興課 
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■施策 2-3 地域資源を活用したイベントの充実および市街地の賑わい創出 

❖取組①：既存イベントの継続 

●「加須市民平和祭（ジャンボこいのぼり遊泳）」や「かぞどんとこい！祭り」、「渡良瀬遊水地ま

つり in KAZO」等の祭りやイベントは、市内で大切に継承されてきた貴重な資源であり、毎

年多くの来場者で賑わいます。 

●市内の関係団体と連携しながら、加須市の特色を活かし、これらの祭りやイベントを継続的に

開催し、市内への誘客を図ります。 

●開催にあたっては、来場者の増加を見据えた受入体制の強化に取り組むとともに、加須市の魅

力を発信することで、期間中・開催後の市内の周遊や再訪につなげる取組を推進します。 

 

▼市内の主なイベント 

 

 

  

開催時期 イベント名 

4 月 
中旬 天王宮のささら、柳生大杉ばやし 

下旬～5 月連休 藤まつり 

5 月 

3 日 加須市民平和祭（ジャンボこいのぼり遊泳） 

5 日 玉敷神社神楽 

8 日 ボンデン祭り 

6 月 

1 日～30 日 あじさい祭り 

中旬 浮野の里・あやめ祭り、六彩市 

下旬 茅の輪くぐり 

7 月 

中旬 
天王宮のささら、かぞどんとこい！祭り 

（加須夏まつり）、柳生大杉ばやし 

15 日 玉敷神社神楽 

下旬 多門寺の獅子舞、騎西夏まつり 

27 日 鎌どっかえ 

31 日 夏越祭り 

8 月 
中旬 商工会サマーフェスタ、オニバスフェスタ 

下旬 まちなか賑わいフェスティバル 

9 月 
14 日～15 日 北小浜の獅子舞 

28 日 火渡り式（不動ヶ岡不動尊總願寺） 

10 月 

上旬 奇彩ハロウィン、渡良瀬遊水地まつり in KAZO 

中旬 加須地域市民まつり 

下旬 北川辺ふるさと秋まつり 

11 月 

上旬 騎西銀杏祭 

中旬～下旬 
農業まつり、 

童謡のふる里おおとね市民まつり 

下旬～1 月下旬 イルミネーション大作戦 

12 月 

1 日 玉敷神社神楽 

上旬 
こいのぼりマラソン大会、 

ありゃりゃーい市 

1 月 5 日 消防出初式 

2 月 

1 日 だるま市、玉敷神社神楽 

3 日 節分会（不動ヶ岡不動尊總願寺） 

上旬 節分祭（玉敷神社） 

3 月 
中旬 ふじの里駅伝大会 

下旬 童謡のふる里おおとね菜の花ウォーク 

▲藤まつり 

▲加須市民平和祭 

▲かぞどんとこい！祭り 

▲だるま市 
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事業名 市民まつり開催事業 

計画値等 

市民まつり参加申込団体数（4 地域） （団体） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

0 290 290 290 290 

担当課 観光振興課 

 

事業名 市民平和祭開催事業 

計画値等 

市民平和祭参加申込み団体数 （団体） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

0 95 95 95 95 

担当課 観光振興課 

 

事業名 渡良瀬遊水地まつり開催事業 

計画値等 

渡良瀬遊水地まつり来場者数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

0 5,000 5,000 5,500 5,500 

担当課 地域振興課（北川辺） 

 

事業名 こいのぼりマラソン大会開催事業 

計画値等 

こいのぼりマラソン大会参加者数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

0 6,500 6,500 6,500 6,500 

担当課 スポーツ振興課 

 

事業名 加須ふじの里駅伝大会支援事業 

計画値等 

加須ふじの里駅伝大会参加者数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

0 1,700 1,700 1,700 1,700 

担当課 スポーツ振興課 
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❖取組②：埼玉西武ライオンズ・レディースと連携したイベントの開催 

●本市は、埼玉西武ライオンズが公認する女子硬式野球チーム「埼玉西武ライオンズ・レディー

ス」の本拠地となっており、女子野球の普及・発展と、女子野球を基軸とした地域活性化を推

進しています。 

●埼玉西武ライオンズ・レディースとの連携を強化し、大会

の誘致やイベントを開催し、「加須市＝埼玉西武ライオン

ズ・レディース」のイメージを広く発信し、「女子野球の聖

地・加須」としての認知度向上、ファンの誘客を通じた賑

わいの創出につなげます。 

 

事業名 女子硬式野球振興事業 

計画値等 

女子硬式野球観客数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

0 20,000 22,000 23,000 24,000 

担当課 スポーツ振興課 

 

  

▲埼玉西武ライオンズ・レディース 
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❖取組③：周遊・滞在・再訪を促す情報提供 

●KAZOLING や「加須市民平和祭（ジャンボこいのぼり遊泳）」、「かぞどんとこい！祭り」、「渡

良瀬遊水地まつり in KAZO」等の祭りやイベントをきっかけに本市を訪れた参加者に本市の

魅力を知っていただき、市内周遊・滞在そして再訪していただくための情報提供を行います。

イベント会場や交通機関において、観光パンフレットやガイドブックを配布する等、観光情報

や魅力の効果的な発信・波及に取り組みます。 

 

事業名 物産観光協会支援事業 

計画値等 

物産観光協会ホームページアクセス数 （件） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

38,850 68,000 69,000 70,000 71,000 

担当課 観光振興課 

 

事業名 ホームページ・ＳＮＳ活用事業 

計画値等 

市公式 SNS の更新件数 （件） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

996 1,400 1,400 1,400 1,400 

担当課 シティプロモーション課 

 

事業名 パブリシティ事業 

計画値等 

市が報道された数 （件） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

570 450 450 450 450 

担当課 シティプロモーション課 
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基本方針 3 加須市の魅力や楽しみ方の拡散・PR 強化 

＊現状来訪の多い家族連れや高齢者、今後さらなる拡大が期待されるサイクリストやイベント来

場者等に対して、適切な情報媒体を選択し、効果的な情報発信を展開します。 

＊ホームページや SNS に加え、観光大使、メディアなどの多様な媒体を積極的に活用し、加須市

の観光資源やイベント等の観光情報を市内外に広く発信していきます。 

＊加須市の魅力や楽しみ方の発信を通じて、“何度も訪れたいまち”の実現と、市内外からの来訪

者や加須市ファン（リピーター・関係人口）の獲得に取り組むとともに、居住 UIJ ターン促進に

よる定住人口の確保につなげます。 

■施策 3-1 情報発信媒体の充実 

❖取組①：ターゲットの具体化、地域のブランド化 

●効果的な情報発信を行う上でターゲットを具体化し、ターゲットの特性に合った広報媒体や発

信内容の工夫が必要です。現状、来訪が多い家族連れや高齢者、今後さらなる拡大が期待され

るサイクリストやイベント参加者等、本市として誘客を狙うターゲットを検討し、具体化しま

す。 

●KAZOLING や加須うどん、市内で開催されている全国規模の各種スポーツをブランド化し、

それぞれのブランド力を活用し、本市の認知度向上を図ります。 

 

事業名 観光資源活用事業 

計画値等 

観光入込客数（年間） （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

1,094,209 2,514,000 2,538,000 2,562,000 2,586,000 

担当課 観光振興課 

 

事業名 物産観光協会支援事業 

計画値等 

会員数 （人（組）） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

210 225 230 235 240 

担当課 観光振興課 

 

  



61 
 

❖取組②：パンフレット・広報媒体の充実 

●KAZOLING や加須うどん、各種スポーツ等のターゲットや客層はそれぞれ異なります。それ

ぞれのターゲットに応じて、効果的に情報を届けていくために、観光案内に関する情報媒体（パ

ンフレット、ガイドブック、観光マップ、ポスター、チラシ等）の充実を図ります。これらの

情報媒体はテーマやデザインを統一し、市全体での一体的な情報発信に取り組みます。 

●本市の魅力や観光資源・イベント等に関する情報を集約した媒体として、加須市物産観光協会

HP の内容や機能、使用性の充実を図ります。 

 

事業名 物産観光協会支援事業 

計画値等 

物産観光協会ホームページアクセス数 （件） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

38,850 68,000 69,000 70,000 71,000 

担当課 観光振興課 

 

❖取組③：SNS の活用 

●SNS は、地域の観光情報を得るためのツールとして広く定着しています。本市ではこれまで

に YouTube、Twitter、Facebook、Instagram や LINE を活用した情報発信に取り組んで

きました。 

●今後もそれぞれのツールの特性を踏まえて有効に活用し、継続的な情報発信に取り組みます。

投稿頻度を増やしタイムリーな情報発信を行うとともに、ターゲットを意識した投稿内容の工

夫を行うことで、フォロワー数の獲得、発信力の強化を図ります。 

●拡散性と話題性を高めるため、ユーザーによる投稿やリツイートを促すキャンペーンの実施を

検討します。 

事業名 ホームページ・SNS 活用事業 

計画値等 

市公式 SNS の更新件数 （件） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

996 1,400 1,400 1,400 1,400 

担当課 シティプロモーション課 

 

事業名 ホームページ・ＳＮＳ活用事業 

計画値等 

市公式ＳＮＳ等のフォロワー数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

16,179 54,500 57,000 59,500 62,000 

担当課 シティプロモーション課 
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❖取組④：PR 動画の作成および活用 

●ネット環境や YouTube の普及により、地域への興味や関心を引くツールのひとつとして、映

像コンテンツ 16)の活用が増えています。本市が有する、KAZOLING や加須うどん、各種スポ

ーツ等の様々な強みを映像素材として集約し、本市の魅力や楽しみ方を発信する PR 動画の作

成に取り組みます。 

●作成した PR 動画は、市や加須市物産観光協会の HP、SNS 等で広く発信する他、道の駅や観

光交流施設等での放映を検討します。 

事業名 ホームページ・SNS 活用事業 

計画値等 

市公式 SNS の更新件数 （件） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

996 1,400 1,400 1,400 1,400 

担当課 シティプロモーション課 

 

事業名 物産観光協会支援事業 

計画値等 

物産観光協会ホームページアクセス数 （件） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

38,850 68,000 69,000 70,000 71,000 

担当課 観光振興課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

16)映像コンテンツ：映像形式で保存・配信される情報のこと。  
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■施策 3-2 現地における情報案内機能の充実 

❖取組①：観光案内サインの点検・整備 

●市内の観光に関する情報提供、案内誘導機能を高めるために、観光案内サイン（案内板・標識・

看板等）の整備を進めます。既存の観光案内サインは、定期的な点検を行い、必要に応じて改

修を行います。 

●景観に配慮したデザインの統一を検討するとともに、外国人

観光客を含め、誰もが認識しやすいサインとするために、ピ

クトグラム 17)（絵文字）を活用する等、ユニバーサルデザイ

ン 18)の視点を取り入れていきます。 

●個人旅行の増加に伴い、正確な情報を簡単に入手することへ

のニーズが高まっています。市内の観光情報の充実を図り、

来訪者の利便性を向上させるため、リアルタイムで情報を提

供することができる ICT19)技術を活用した情報発信の強化、

デジタルサイネージ 20)の導入等を検討します。 

 

事業名 物産観光協会支援事業 

計画値等 

物産観光協会ホームページアクセス数 （件） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

38,850 68,000 69,000 70,000 71,000 

担当課 観光振興課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

17)ピクトグラム：案内用図記号。文字・言語によらず対象物、概念または状態に関する情報を提供する図形のこと。 

18)ユニバーサルデザイン：障害の有無や年齢、性別、人種などに関わらず、すべての人にとって使いやすいように意図

して作られた製品や情報、環境などのデザインのこと。 

19)ICT：Information and Communication Technology（情報通信技術）の略語。コンピュータなどのデジタル機

器、その上で動作するソフトウェア、情報をデジタル化して送受信する通信ネットワーク、およびこれらを組

みあわせた情報システムやインターネット上の情報サービスのこと。 

20)デジタルサイネージ：ディスプレイなどの電子的な表示機器を使って情報を発信するメディアの総称。 

▲市内の観光案内サインの一例 
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❖取組②：観光案内の機能強化 

●来訪者の利便性向上を図るため、加須市商工会物産情報セン

ター内に観光案内所を設置しています。観光案内所では、市

内の観光情報や特産品の紹介など、観光案内を行っています。 

●観光案内所のほか、来訪者が多い道の駅や観光施設と連携を

図り、案内機能を強化し、広く情報発信します。また、物産観

光協会ホームページの機能、内容の充実を図り、来訪者の利

便性の向上を図ります。 

 

事業名 物産観光協会支援事業 

計画値等 

会員数 （人（組）） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

210 225 230 235 240 

担当課 観光振興課 

 

  

▲観光案内所 
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■施策 3-3 広域的なプロモーション展開（国内外への発信） 

❖取組①：メディアプロモーションの強化 

●本市が有する観光資源やその魅力、祭りやイベント等の情報を広く発信し、市内への誘客、賑

わい創出につなげていくために、メディアを活用した積極的なプロモーションを行います。 

●また、テレビドラマ・映画・ミュージックビデオ等のロケの誘致や、撮影支援を行うフィルム

コミッション 21)の活動を推進し、本市の認知度向上を図ります。 

 

事業名 ホームページ・SNS 活用事業 

計画値等 

市のホームページの月平均閲覧件数 （件） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

541,705 262,000 264,000 266,000 268,000 

担当課 シティプロモーション課 

 

事業名 パブリシティ事業 

計画値等 

市が報道された数 （件） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

570 450 450 450 450 

担当課 シティプロモーション課 

 

事業名 フィルムコミッション事業 

計画値等 

フィルムコミッション撮影件数 （件） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

10 28 28 28 28 

担当課 シティプロモーション課 

 

事業名 物産観光協会支援事業 

計画値等 

物産観光協会ホームページアクセス数 （件） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

38,850 68,000 69,000 70,000 71,000 

担当課 観光振興課 

 

 

 

 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

21)フィルムコミッション：映画やテレビドラマ、CM 等の撮影場所としてメディアの誘致や、撮影の支援を行う機関の

こと。地域が映像作品等の舞台となることで、地域文化の発信や地域活性化といった効果が

期待される。  
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❖取組②：関係団体や企業等とのタイアップ（観光施設・企業・旅行会社・観光大使等） 

●広域的に本市の魅力や観光資源を発信していくために、市内の観光施設や道の駅、民間事業者、

団体等と連携して、情報発信を行います。 

●サイクリングやスポーツ、イベント等で連携している、交通・観光関連企業、埼玉西武ライオ

ンズ・レディース等とタイアップした、発信力のあるプロモーションに取り組みます。 

●100 人を超える観光大使との連携を強化し、それぞれの活動を通じた本市の魅力発信に取り

組みます。 

 

事業名 物産観光協会支援事業 

計画値等 

会員数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

210 225 230 235 240 

担当課 観光振興課 

 

事業名 デジタル商店街運営促進事業 

計画値等 

デジタル商店街参加事業所数（累計） （事業所） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

－ 150 160 170 180 

担当課 産業振興課 

 

 

❖取組③：居住 UIJ ターン促進施策と連携した情報発信 

●本市では、市外からの転入者および市内での親族との同居・近居希望者を対象とした助成や支

援、オンライン相談会や移住見学体験会の開催といった様々な支援を行うことで、居住 UIJ タ

ーンの促進に取り組んでいます。 

●国内外に向けて広く本市の魅力や観光資源の情報を発信していくうえで、居住 UIJ ターンを促

進する様々な取組と連携したプロモーションを展開することで、加須市ファン（リピーター・

関係人口）の獲得、定住人口の確保に取り組みます。 

 

事業名 居住 UIJ ターン促進事業 

計画値等 

中学生以下の子どもと転入した家族の数 （家族） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

296 360 360 360 360 

担当課 まちづくり課 
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基本方針 4 地域が一体となったおもてなし環境づくり 

＊加須市の特色を最大限に活かし、地域内外からの来訪者の獲得や地域の活性化、賑わい創出

を実現するためには、地域が一体となって取組を推進していくことが大切です。 

＊市内の受入環境の整備に取り組むとともに、市民、物産観光協会、観光関連事業者、交通事業

者、旅行会社等との連携により、おもてなしを実現する体制強化に取り組みます。 

＊市民が来訪者と触れ合う機会を増やし、来訪者の受入に対する市民の意識や理解を深めると

ともに、地域への愛着・誇りを育て、賑わいのあるまちづくりへの参画意欲の醸成を図ります。 

■施策 4-1 受入環境の整備・充実 

❖取組①：交通手段の整備・充実 

●本市への主な移動手段は、鉄道（東武伊勢崎線・東武日光線）や自動車、観光バスです。 

●鉄道利用の場合、首都圏からのアクセスは比較的良好ですが、誰もが利用しやすい環境づくり

を目指し、渡良瀬遊水地や三県境の玄関口である東武日光線「柳生駅」のバリアフリー化を引

き続き、促進していきます。 

●自動車利用の利便性向上を図るため、十分な駐車場の確保や駐車場に関する案内・情報提供を

行います。 

●コミュニティバス「かぞ絆号」や路線バスを運行する市内公共交通事業者と連携を図り、来訪

者の利便性の向上を図ります。 

 

事業名 コミュニティバス運行事業 

計画値等 

コミュニティバス「かぞ絆号」１日当たり利用者数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

150.2 270 270 270 270 

担当課 政策調整課 

 

事業名 道路維持管理事業 

計画値等 

舗装整備率 （％） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

69.8 74.8 75.58 76.36 77.14 

担当課 道路課 

 

事業名 自転車歩行者道整備事業 

計画値等 

既存自転車歩行者道路の改修路線数 （路線） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

4 1 1 1 1 

担当課 道路課 
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❖取組②：インバウンド受入環境の整備 

●新型コロナウイルス感染症収束後には、コロナ禍以前の水準以上にインバウンド需要が伸びる

ことが予想され、収束後の誘客を見据えた外国人観光客の受入環境整備に計画的に取り組むこ

とが重要です。 

●外国人観光客の受入環境整備として、情報発信媒体（パンフレット、案内板、HP 等）の多言

語化を進めるとともに、観光拠点施設への多言語対応ツール（翻訳機等）の設置、多言語対応

が可能な人材の確保・育成に努めます。 

 

事業名 物産観光協会支援事業 

計画値等 

観光入込客数（年間） （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

1,094,209 2,514,000 2,538,000 2,562,000 2,586,000 

担当課 観光振興課 
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■施策 4-2 おもてなしの基盤づくり 

❖取組①：ボランティアガイド・おもてなし人材の育成 

●“何度も訪れたいまち”として、リピーターや地域のファンを獲得していくためには、市全体

のホスピタリティ 22)を高めていくことが不可欠であり、それを向上させるため、市内の観光人

材の育成に継続的に取り組みます。 

●市内で活動する観光ボランティア団体の活動を支援する

とともに、既存のボランティアガイドメンバーのスキル

アップ研修、新たなボランティアガイドの育成に取り組

みます。 

 

 

事業名 地域市民活動促進事業 

計画値等 

地域市民活動団体数 （団体） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

82 80 82 84 86 

担当課 市民協働推進課 

 

事業名 市民学習カレッジ事業 

計画値等 

市民学習カレッジの受講率 （％） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

0 80 80 80 80 

担当課 生涯学習課 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

22)ホスピタリティ：心のこもった手厚いもてなし。歓待、または、歓待の精神。  

▲ボランティアガイド養成講座 
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❖取組②：加須市物産観光協会の体制強化 

●今後のさらなる取組推進に向けて、本市の観光振興の中核を担う加須市物産観光協会の体制強

化を図るため、市民や観光関連事業者、交通事業者等との連携を促進します。そのうえで、加

須市物産観光協会を中心に、市内の観光推進体制を構築し、市全体での一体的な取組を推進し

ていきます。 

 

事業名 物産観光協会支援事業 

計画値等 

会員数 （人（組）） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

210 225 230 235 240 

担当課 観光振興課 

 

❖取組③：交通事業者・観光事業者・スポーツ団体等との連携強化 

●本市ではこれまで、KAZOLING やスポーツツーリズム、各種イベントに様々な団体や企業と

連携し、賑わい創出のための取組を推進してきました。 

●交通・観光関連企業、埼玉西武ライオンズ・レディース等をはじめとした関係団体や事業者と

の連携を強化し、イベントや大会の開催・誘致に継続的に取り組みます。 

 

事業名 観光資源活用事業 

計画値等 

観光入込客数（年間） （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

1,094,209 2,514,000 2,538,000 2,562,000 2,586,000 

担当課 観光振興課 
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❖取組④：マーケティングデータ 23)の収集・分析 

●観光客のニーズや旅行形態が多様化する中、より良いサービスの提供や効果的なプロモーショ

ンを実施し、来訪者を獲得していくためには、マーケティングデータの収集・分析が不可欠で

す。加須市物産観光協会や市内の観光施設等と連携し、来訪者数や属性等の基本的な観光関連

データの収集に努めます。また、来訪者のニーズを把握するためのアンケート調査を定期的に

実施します。 

●獲得したマーケティングデータを活用し、本市の観光が抱える課題を明確化し解消するととも

に、市内の魅力を最大限に活用しながら、来訪者のニーズに合った多様な楽しみ方の提案を行

います。 

 

事業名 観光ビジョン進行管理事業 

計画値等 

観光入込客数 （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

1,094,209 2,514,000 2,538,000 2,562,000 2,586,000 

担当課 観光振興課 

 

事業名 物産観光協会支援事業 

計画値等 

会員数 （人（組）） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

210 225 230 235 240 

担当課 観光振興課 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

23)マーケティングデータ：広報宣伝活動や観光施策の企画、見直しを行うため、観光客のニーズや動向などを把握す

ることを目的として実施する各種調査結果などの情報。  
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❖取組⑤ビジョン進行状況のモニタリング 

●本計画に示す数値目標（KPI）に基づき、これまでと同様に毎年モニタリングを行うことで、

ビジョンの進捗状況の確認、進捗状況を踏まえた行動計画の見直しを実施します。モニタリン

グ結果は、市内の関係機関と共有を図ります。 

●計画の４年目にあたる令和７年度に、ビジョンの見直しを行うこととし、社会情勢やニーズの

変化により、必要に応じて修正を行うことで、実態に即した実効性のある施策の展開に努めま

す。 

 

事業名 観光ビジョン進行管理事業 

計画値等 

観光ビジョン推進会議回数（年間） （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

1 1 1 1 1 

担当課 観光振興課 
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■施策 4-3 市民による賑わいのあるまちづくりへの参画意欲の醸成 

❖取組①：賑わいのあるまちづくりに関する市民への広報・情報提供 

●賑わいのあるまちづくりの推進にあたっては、市民の観光に対する理解や積極的な参画が求め

られます。 

●市広報紙、市や物産観光協会の HP、公式アプリ「かぞっぷ」

等を通じて、市内の観光振興に向けて実施している取組を発

信し、市民の観光に対する興味・関心を高めます。 

●また、市民向けの地域の自然・歴史・文化等の学習講座（市

民学習カレッジセミナー）を継続的に実施することで、市民

が地域の魅力を認識し、誇りや愛着を感じることができる機

会を創出します。 

 

事業名 地域市民活動促進事業 

計画値等 

地域市民活動団体数 （団体） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

82 80 82 84 86 

担当課 市民協働推進課 

 

事業名 ホームページ・SNS 活用事業 

計画値等 

市のホームページの月平均閲覧件数 （件） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

541,705 262,000 264,000 266,000 268,000 

担当課 シティプロモーション課 

  

▲市民学習カレッジセミナー 
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❖取組②：市民と来訪者の触れ合い、市民の活躍機会の創出 

●市内で開催される観光イベントやツアー等にボランティアガイドを積極的に登用し、市民が来

訪者と触れ合う機会を創出します。観光分野における市民活躍の機会を増やすことで、市民の

観光に対する意識を高めるとともに、来訪者との交流を通じ、地域に対する誇りや愛着の醸成

を図ります。 

●このような取組を通じ、市民の観光に対する意識を底上げすることで、観光に関する取組への

自発的な参加意欲の醸成を図ります。 

 

事業名 地域市民活動促進事業 

計画値等 

地域市民活動団体数 （団体） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

82 80 82 84 86 

担当課 市民協働推進課 

 

事業名 市民学習カレッジ事業 

計画値等 

市民学習カレッジの受講率 （％） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

0 80 80 80 80 

担当課 生涯学習課 

 

事業名 生涯学習きっかけづくり支援事業 

計画値等 

講座受講率 （％） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

0 80 80 80 80 

担当課 生涯学習課 

 

事業名 市民カメラマン事業 

計画値等 

広報紙やＳＮＳに掲載した写真の件数 （件） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

86 120 120 120 120 

担当課 シティプロモーション課 
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■施策 4-4 広域連携の促進 

❖取組①：周辺自治体との連携 

●県外を含む周辺自治体と連携し、渡良瀬遊水地や三県境をはじめとする共通する資源や魅力を

つなぎ合わせていくことで、広域周遊観光を促進します。当該自治体・観光協会や旅行会社等

と協働し、お互いの地域の強みを活かしつつ、相乗効果によるエリア全体の観光振興を実現し

ます。 

  

▲渡良瀬遊水地 ▲三県境 

 

事業名 観光資源活用事業 

計画値等 

観光入込客数（年間） （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

1,094,209 2,514,000 2,538,000 2,562,000 2,586,000 

担当課 観光振興課 

 

事業名 広域行政推進事業 

計画値等 

広域行政連携を目的に参画している協議会等の数（団体） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

3 3 3 3 3 

担当課 政策調整課 
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❖取組：②東武線沿線自治体との連携 

●鉄道（東武伊勢崎線・東武日光線）による首都圏からのアクセスの良さを活かし、東武線沿線

自治体との連携により、首都圏からの鉄道による来訪者の増加、域内での滞在時間の延長を目

指します。 

●交通・観光関連企業等と連携し、イベントを実施することで、本市の観光 PR につなげます。 

 

事業名 観光資源活用事業 

計画値等 

観光入込客数（年間） （人） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

1,094,209 2,514,000 2,538,000 2,562,000 2,586,000 

担当課 観光振興課 

 

事業名 物産観光協会支援事業 

計画値等 

会員数 （人（組）） 

令和２年度 
（現状値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

210 225 230 235 240 

担当課 観光振興課 
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［参考］施策ごとの SDGｓにおける 17 の国際目標の対応一覧  ※関連する目標のみ抜粋 

基本方針 施策 

4 8 9 12 15 17 

教育 
成長・ 
雇用 

ｲﾉﾍﾞｰ 
ｼｮﾝ 

生産・ 
消費 

陸上 
資源 

実施 
手段 

      

1.サイクリング・スポ

ーツ・食・自然景観・

歴史文化を活かし

た体験・滞在型観光

の推進 

1-1.体験メニューの多様化・新

たな魅力づくり 
● ●  ●   

1-2.既存資源の利活用および

周遊・滞在の仕組みづくり 
●    ●  

1-3.道の駅や観光拠点の整備・

充実 
 ● ●    

2.KAZOLING およ

びイベントのブラン

ド化による賑わい

づくり 

2-1.KAZOLING の推進に向

けた受入環境の充実 
  ●    

2-2.KAZOLING の楽しみ方

の提案 
      

2-3.地域資源を活用したイベ

ントの充実および市街地

の賑わい創出 

  ●    

3.加須市の魅力や楽

しみ方の拡散・PR

強化 

3-1.情報発信媒体の充実   ●   ● 

3-2.現地における情報案内機

能の充実 
 ● ●    

3-3.広域的なプロモーション

展開 
 ● ●   ● 

4.地域が一体となっ

たおもてなし環境

づくり 

4-1.受入環境の整備・充実   ●   ● 

4-2.おもてなしの基盤づくり ● ●     

4-3.市民による賑わいのある

まちづくりへの参画意欲

の醸成 

● ●     

4-4.広域連携の促進  ●     
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第 5 章 誘客促進ビジョンの進行管理 

 

5.1 取組の推進体制 

加須市の観光振興を実現するためには、行政や物産観光協会だけでなく、民間事業者、商工会、

市民が一体となって取組を推進する必要があります。それぞれが主体的に果たすべき役割を持っ

て、相互に連携・協働しながら計画を推進していきます。 

 

■関係主体それぞれの役割 

   

   

   

  
  

加須市 
・ 

物産観光協会 

・観光分野の関連団体や事業者、市民との連携及び情報共有を図り、加須

市への誘客促進に向けた取組を促進します。 

・社会情勢の変化や多様化するニーズに対応したサービスの提供を支援す

るため、観光に関する情報収集や調査研究に努めます。 

・加須市の魅力や楽しみ方に関する積極的な情報発信を行います。 

・庁内での連携を図り、観光インフラの整備を推進するとともに、毎年の

モニタリングによりビジョンの実効性を担保します。 

商工会 
・特産品の紹介やかぞブランド認定制度の PR 等、地域経済の活性化につな

がる取組を推進します。 

民間事業者 
・市や関連団体等と連携し、市内への誘客促進や周遊促進に向けた取組に積

極的に参画します。 

市民 

・加須市が目指す観光のまちづくりに対し関心を持ち、観光振興の取組に

積極的に参画します。 

・地域の歴史文化・自然・食・スポーツ等の魅力的な資源に対する理解、

地域への誇りや愛着を深め、おもてなしの心を持って来訪者との交流を

楽しみます。 
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5.2 取組の進行管理 

本計画の有効性を担保するため、基本方針および施策に紐づく各事業の進行管理を行います。

「第 2 次加須市総合振興計画」に掲げた数値目標と、各事業において設定されている令和 7 年

度までの計画値をもとに取組の進捗状況を評価し、PDCA マネジメントサイクル 24)（計画 ⇒ 

実行 ⇒ 確認 ⇒ 改善）を用いて着実な成果をもたらします。数値目標や計画値は、総合振興計

画に沿って令和７年度に見直しを行うことで、実効性の高い施策の立案および推進を図ります。 

また、取組の進捗状況に関しては、「加須市誘客促進ビジョン推進会議」において審議すると

ともに、市ホームページ上で一般に公開します。各取組主体および取組主体を補佐する組織等が、

共通認識を持った上で連携し、基本理念の実現に向けて着実に取組を実行していきます。 

 

 

▼PDCA マネジメントサイクルの考え方 

 

 
 

 

 

 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

24)PDCA マネジメントサイクル：PLAN（計画）、DO（実施）、CHECK（評価）、 ACTION（改善）の４段階を繰り

返すことで、継続的な改善を推進するマネジメント手法のこと。

Plan 
（計画） 

Do 
（実行） 

Act 
（改善） 

Check 
（確認） 

取組の具体化 

取組内容の評価 

取組の実施 

取組内容の改善 
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